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洗面所で 手 を 洗って いると、 丁度 窓の 下 を 第二 工場 

の 連中が 帰り かけた とみえて、 ゾロ くと 板 草履 や 靴 

バキの 音と 一 緒に 声高な 話 声が 続いて いた。 

「まだ か？」 

その 時、 後に 須 山が 来て いて、 言葉 を かけた。 彼 は 

第二 工場だった。 私 は石鹼 だらけに なった 顔で 振り か 

まゆ 

えって、 心 持 眉 をし かめた。 —— それ は、 前々 から 須 

山との 約束で、 工場から 一緒に 帰る こと はお 互 避けて 

いたから である。 そんな 事 を すれば、 他の 人の 眼に つ 



くし、 万 一 のこと があった 時には 一 人 だけの 犠牲で は 

済まない からであった。 ところが、 須山は 時々 その 約 

束 を 破った。 そして、 「ゃァ あまり 怒るな よ」 そんな こ 

と を 一 1^ つて、 人 なつこく 笑った。 須山は どっち かと 云 

あいきょう 

えば 調子の 軽い、 仲々 愛嬌 の ある、 憎めない たちの 男 

だった ので、 私 は その 度に 苦笑した。 が、 今 は 時期が 

時期 だし、 私 は 強つ い 顔 を 見せた ので ある。 それに 今 

日 これから 新しい メンバ ー を 誘って、 何処かの 「しる 

こ屋」 に 寄る 予定に もな つていた …… 。 が、 フト 見る 

と、 ひよ ゥ きんな i: 時 もの 須 山の 顔で はない。 私 は そ 

の 時 私たちの ような 仕事 をして いるもの、 みが 持 つ て 



いる あの 「予感」 を 突 嗟に 感じて、 —— 「あ 直ぐ だ」 

と 云って、 ザブ くと 顔 を 洗った。 

相手に それと 分った と 思う と 須山は 急に 調子 を 変え 

て、 「キリンで > も 一杯 やる か」 と 後から 云った。 が、 

それに は 一 応 何時もの 須山 らしい 調子が あるよう で、 

しかし 她 何にも 取って つけた 只ならぬ さがあった。 そ 

れが 直接に 分った。 

外へ 出る と、 さすがに 須山は 私より 五六 間 先き を 歩 

いた。 工場から 電車 路に 出る ところ は、 片方が 省線の 

堤で 他方が 商店の 屋 並に 狭められて、 細い 道だった。 

その 二 本 目の 電柱に、 背広が 立って、 こっち を 見て い 



それから、 

「どうもお かし いんだ …… 」 

と 云う。 

私は須 山の 口元 を 見た。 

「上田が ヒゲと 切れたん だ …… ！」 

「何時 だ 〔# 「II 時 だ」 は 底本で は 「何^だ 匕 ？」 

私が 云った。 

「昨日。」 

ヒゲは 「予備 線」 など 取って 置く 必要の ない 男 だと 

は 分って いたが、 

「予備 はあった のか？」 と 訊いた。 



「取って いたそう だ。」 

こと 

彼の 話に よると、 昨日の 連絡 は 殊の外 重要な 用事が 

あり、 それ は 一日 遅れる かどう かで 大変な 手違いと な 

るので、 S 川と M 町と A 橋 この 三つの 電車 停留所の 間 

の 街頭 を 使い、 それ も その 前日 二人で 同じ 場所 を 歩い 

て 「此処から 此処まで」 と 決め、 めずらしい ことに は 

ヒゲは 更に 「万一 のこと が あったら 困る」 というので、 

通りが かりに 自分から 安全そう な 喫茶店 を 決め、 街頭 

で 会えなかったら 二十 分 後に 其処に しょうと 云い、 し 

かも 別れる 時お 互の 時計 を 合せた そうで ある。 「ヒ ゲ」 

そう 呼ばれて いる この 同志 は 私達の 一 番 上の ポストに 



まで 

いる 重要な キャップだった。 今迄 ほ、. -千 回の 連絡 を 

と つ たうち、 (それが 全部 街頭ば かりだ つ たが) 自分 か 

ら 遅れた の はたった 二回と いう 同志だった。 我々 のよ 

うな 仕事 をして いる 以上 それ は 当然の ことで は あるが ■ 

そういう 男 はそんな に ザ ラには 居なかった。 しかも そ 

の 二回と いうの が、 一度 は 両方に 思い違いが あつたか 

らで、 時間 は やっぱり 正確に 出掛けて 行って いるので 

ある。 モウ 一度 は その 日の 午後に なつてから 時計に 故 

障が あった こと を 知らなかった からであった。 他の も 

のなら ば 一度 位 来ない としても、 それ 程ではなかった 

が、 ヒゲが 来ない、 予備にまで 来ない という 事 は 私達 



r ヒゲが やられたら、 俺 も 自首して 出る よ！」 と 云った- 

それ は 勿論 冗談 だ つ たが、 妙に 実感が あ つ た。 私 は 「馬 

鹿」 と 云った。 が 彼のそう 云った 気持 は 自分に もョク 

分った。 —— ヒゲは それほど 私たちの 仲間で は 信頼 さ 

れ、 力と されて いたので ある。 私達に とって は S ぼ わば 

燈 台みたい な 奴 だと 云っても、 それ は 少しも 大げさな 

云い 方ではなかった。 事実 ヒゲ がい なくなった とすれ 

ば、 第一 次の 日から して 私達 は 仕事 を ドウ やって 行け 

ばい、 か 全く 心細かった。 勿論そう なれば なった で、 

やって 行ける もので は あるが。 —— 私 は 歩きながら、 

彼が 捕まらな いでいて くれ、 ばい、 と 心から 思 つ た。 



私 は ポケット を ジャラ /^させて、 一 銭 銅貨 を 二 枚 

下宿の 子供に やった。 子供 は 始めは ちょっと 手 を引ッ 

込めた が、 急に 顔 一杯の 喜び を あらわした。 察する と 

いままで 

ころ、 下宿の 子 は 今迄 他の 子供が やる の を 後から 見て 

ばかりいたら しかった。 私 はさつ き 買つ てきた キャラ 

メル も 子供の ポケットに ねじこんで 帰って きた。 

私 は 八 時までに、 今日 工場に 起った こと を 原稿に し 

て、 明日 撒く ビラに 使うた めに 間に合わせなければ な 

ら なかった。 それ を 八 時に 会う S に 渡す ことにな つて 

いる。 私 は 押し入れの 中から 色々 な 文書の 入って いる 

かぎ 

トランク を 持ち出して、 鍵 を 外した。 —— 「倉 田 工業」 



は 二百 人ば かりの 金属 工場だった が、 戦争が 始まって 

から 六 百 人 もの 臨時 ェを 募集した。 私 や 須山ゃ 伊藤 

(女の 同志) など は その 時 他人の 履歴書 を 持って 入り 

ほ ん 

込んだ ので ある。 二百 人の 本ェ のと ころへ 六 百 人 もの 

臨時 ェを 取る 位 だから、 どんなに 仕事が 殺到して いた 

か 分る。 倉 田 工業 は 戦争が 始まって から は、 今迄の 電 

線 を 作る の を やめて、 毒 瓦斯の マスクと パラ シュ ー ト 

と 飛行船の 側 を 作り 始めた。 が 最近 その 仕事が 一 段落 

をつ げたので、 六 百 人の 臨時 ェ のうち 四百 人 ほどが 首 

になる らしかった。 それで 此 頃の 工場で は、 話が その 

ことで 持ち切つ ていた。 皆が 「首になる」 「首になる」 



と 云う と、 「会社で は 臨時 ェに 首なん か モトく ある 

はず 

害がない。 かえって 最初の 約束より は 半月 以上 も 長く 

使って やって いる じ やない か」 と 云った。 事実 約束よ 

リも 半月 以上 も 長く 働き は 働いた が、 切ッぱ つまった 

仕事ば かりなので その 間の 仕事 はとても 無理な の だ。 

女工な ど は 朝の 八 時から 夜の 九 時まで 打ッ 通し 夜業 を 

して 一 円 〇 八 銭に しかなら なかった。 夜の 六 時から 九 

時まで は 一時間 八 銭で、 しかも 晚飯を 食う 二十 分から 

三十 分までの 時間 を、 会社 は 夜業の 賃銀から 二 銭 或い 

は 三 銭 (わざく 計算 をして) 差 引いて さえいた。 I 

I 飯 を 食って いたと き、 私 は 云った 「すると、 会社 は 



社が、 何んで 六 百 人 もの 人間に 十 円 (大枚 十 円！) を 

出す もの か。 十 円 を 出す という 噂 さ を 立てさせ ている 

のに は、 明らかに 会社 側の 策略が ひそんで いるの だ。 

そんな 噂 さ を 立てさせて、 首切りの 前の 職工の 動揺 を 

防いで、 土俵際で まン まとして やろうと いう 手な の だ。 

それが 今日 工場で 可な り 話題に なった ので、 私 は 明 

日 工場に 入れる ビラに この間の 事情 を 書く ことにした。 

一昨日 入った ビラに、 その 前の 日 皆が ガヤく 話し 

合った、 賃銀 を 渡す 時間 を 早くして 貰おうと いうよう 

さしょう 

な ことが ち ァんと 出て いたた めに (事 はそんな 些少な 

ことだった が)、 皆の 間に 大きな 評判 を 捲き 起した の 



である。 私 は 机の 前に 大きな 安 坐 を かいた。 

暫 らくす ると、 下の おばさんが 階段 を 上がって きた。 

「さっき は 子供に どうも！」 と 云って、 何時に なく 二 

コく しながら お礼 をのべ て 下りて 行った。 私たちの 

ような 仕事 をして いるもの は、 何んでも ない ことに も 

「世の 人並の こと」 に 気 を 配らなければ ならなかった。 

下宿の 人に、 上の 人 はどう も 変な 人 だと か、 何 をして 

いる 人だろう か、 など 思われる こと は 何よりも 避けな 

ければ ならない 事だった。 今 獄中で 闘争して いる 同志 

H は 料理屋、 喫茶店、 床屋、 お 湯屋な どに 写真 を 廻 わ 

される ような、 私達と は 比べ ものに ならない 追及の さ 



昼の 仕事 を やって来てから 書く ので は、 楽な 仕事で は 

なかった。 十 円の 手当の パク 露の こと をよう やく 書き 

終る と、 もう 七 時 を 過ぎて いた。 私 は その 間 何 べん も 

手拭で ゴシ/ ^顔 中 を こすった。 原稿の 仕事 を やる と、 

汗をかく の だ。 書き終え た 原稿 を 封筒に 入れ、 表 を 

出鳕 目な 女 名前に して、 ラヴ • レタ ー に 仕立て、 七 時 

四十 分に 家 を 出た。 「散歩して きます」 と 云う と、 何時 

も 黙って いるおば さんが、 「行って いらっしゃい」 と、 

こっち を 向いて 云った。 効きめ は あらた か だ。 私 は 暗 

がりに 出ながら 苦笑した。 前に、 1| 時 ものよう に 家 を 

出ようと した 時、 「あんた はョク 出る 人です ねえ」 と、 



を そこに 適応す るよう に 心掛けた。 充分な こと は 出来 

なかった が、 それ は 可な り 大切な ことなの だ。 私達 は 

じんもん 

いずれに しろ、 不審 訊問 を 避ける ために キ チンと した 

身 装 をして いなければ ならなかった が、 然し 今の よう 

な 場所で、 八 時と いうよう な 時間に、 洋服 を 着て ス テツ 

キ でもつ いて 歩く こと はかえ つて 眼に ついて 悪かった。 

で、 私 は 小 ざッぱ りした 着物に 無雑 作に 帯 をし め、 帽 

子 も かぶらずに 出た ので ある。 

真直ぐ の 道の 向う を、 右 肩 を 振る 癖のある S の やつ 

てく るの が 見えた。 彼 は 私 を 認める と、 一寸 ショ ー. 

ウィンド ー に 寄って、 それから 何気ない ように 小路 を 



曲がって 行った。 私 は その後 を 同じように 曲がり、 そ 

れ から モウ 一 つ 折れた 通りで 肩 を 並ら ベて 歩き 出した。 

S は 私から 一 昨日 入った ビラの 工場 内での 模様 を 聞 

いた。 色んな 点 を 聞いて から、 

「問題の 取り上げ は、 il 時で も 工場で 話題に なって い 

る ことから 出発して いるの は 良い は 良い が、 —— それ 

らの 一 歩 進んだ 政治的な 取上げと いう 点で は 欠けて い 

る。」 

と 云った。 

私 はび つくりして、 S の 顔 を 見た。 成る 程と 思った。 

私 は ビラの 評判の 良さに 喜んで、 それ を 今度 は 一 段と 



高い ところから 見る こと を 忘れて いたの だ。 

「だから、 つまり みんなの 自然発生 的な 気持に 我々 ま 

でが 随 いて 歩いて る わけ だ。 日常の 不満から 帝国主義 

戦争の 本質 を ハツ キリさせる ために は、 特別の、 計画 

的な、 それにな かく 専門的な 努力が 要 るんだ —— そ 

い つ を 分らせる ことが 必要な わけ だ …… 。」 

ビラ は 今迄に 沢山 出されて きた 公式 的な 抽象的な 戦 

争 反対の ビラの 持って いる 欠点 を 埋めよう として、 今 

度 は 逆に 問題 を 経済的な 要求の 限度に と 5- めて しまう 

誤り を 犯して いると 云った。 得て そういう 右翼 的 偏向 

は、 大衆 追随 をして いるので 一応 評判が 良い もの だ。 



従って 「評判が 良い」 という 事 も、 矢張り 慎重に 考察 

してみ る 必要が ある、 私達 は 歩きながら、 そういう 事 

に ついて 話した。 

「気をつける というので、 今度 は 木と 竹 を 継いだ よう 

になったら 何ん にもなら ない。 逆戻り だ！ 今迄 僕 等 

は 眼 隠しされ た 馬みたい に、 もの 事の 片面、 片面し か 

見て 来な かったん だ。」 

私たち はしば らく 歩いて から、 喫茶店に 入った。 

「ラヴ • レタ ー を あげる よ。」 

私 はそう 云って 原稿 をテ ー ブルの 下の 棚に 置いた。 

S は クン、 クンと 鼻歌 をうたい ながら、 ゥェ— タ ー 



を 注意し いしい、 それ を ポケットへ ねじ 込んだ。 彼 は、 

そして、 

「君の 方から ヒゲ (と 云って、 鼻の 下 を 抑えて 見せて、) 

き 

にっかない かな？」 と 訊いた。 

私 は 工場の 帰リ須 山から 聞いた こと を 話した。 S はヮ 

ザと 鼻歌 を クン く させながら、 しかし 眼に 注意 を 集 

めて 聞いて いた。 それが 癖だった。 

「僕の 方 も 昨日 六 時に あ つ たが 切れたん だ。 」 

私 は それ を 聞く と、 胸騒ぎが した。 

「やられたん だろう か …… ？」 

と 私 は 云った。 が 実は、 いや 大丈夫 だと 云われた いこ 



と を 予想して いた。 

「ふむ、 II 」 

S は 考えて いたが、 「用心深い 奴だった からな。」 と 

云った。 

私達 は ど つ ちからで も ヒゲに つく 方から つける こと 

にし、 それから 次の 朝の ビラ 持ち込みの 打ち合せ をし 

て 別れた。 

九 時、 須 山に 会う と、 私 は その 顔色 を 見た だけで 分つ 

た。 然し それでも まだ 全部が 絶望 だとい うわけ ではな 

かった。 須山 とも、 出来るだけの 方法 をつ くして、 ヒ 

ゲの 調査 をす る ことにした。 そして 直ぐ 別れた。 



下宿に は 太 田が 待って いた。 —— 私 は 自分の アジト 

を 誰に も 知らせない ことにし ていたが、 上の 人との 

リ ようか い 

諒解の もとに 一人 だけに (太 田に) 知らせて あった。 

それ は 倉 田 工業で 仕事 をす るた めに は、 どうしても 専 

任の もの を 一 人き めて、 それと は 始終 会う 必要が あつ 

た。 外で 会って いるので は 即刻の ことに は 間に合わな 

かった し、 又 充分な ことが (色々 な 問題に ついて 納得 

が 行く ように は) 出来なかった。 

太 田 は 明日 入れる ビラに ついて 来て いた。 それで 私 

はさつ き S と 打ち合せ てきた こと を 云い、 明朝 七 時 T 

駅の 省線 プラット フォ ー ムに 行つ て 貰う ことにした。 



そこへ s が やって来て、 ビラ を 手渡す ことにな つてい 

た。 

急ぎの 用事 を 済ましてから、 私達 は 少し 雑談 をした。 

「雑談で もしょう か」 ニコく そう 云い 出す と、 「得意 

の やつが 始まった な！」 と 太 田が 笑った。 用事 を 片付 

ほと 

けて しまう と、 私 は殆ん どき まって 「雑談 をしょう か」 

と、 それ も 如何にも 楽しそう に 云い 出す ので、 今では 

それ は 私の 得意の 奴と いう 事に なって いた。 ところが、 

私は此 頃に なって、 自分が どうして 「雑談」 をした が 

るの か、 その 理由に 気付いた。 —— 私たち は 仕事の こ 

ほと 

とで は 殆んど 毎日の ように 同志と 会って いる。 が、 そ 



持 は 普通の 生活 をして いる 太 田に は、 何 か 別な 極めて 

のんき 

呑気な 私の 性格 位に しか 映って いないし、 時々 ビ ー ャ 

きえん 

ホ ー ル などで 大気 焰を 挙げられる 彼に は、 私の 気持に 

立ち入り 得る 害が なく、 時には 残酷に も (！) 雑談 も 

せずに 帰つ て 行く ことがあ るので ある。 

太 田 は 「雑談」 をす ると 云って、 工場の 色々 な 女工 

さんの 品 さだめ を やって 帰って 行った。 彼 は 何時の 間 

にか、 沢山の 女工の こと を 知ってい るのに 驚いた。 

「女工の 惚れ 方 は ブルジョワの お嬢さん のように ネチ 

ネチと 形式張った ものではなくて、 実に 直接 且つ 具体 

的な ので 困る！」 



し、 身元保証 人 をき めた 上で なければ 駄目だった。 が、 

戦争が 始まって から は、 それ を やって いる ことが 出来 

もちろん 

なくなった。 私たち は その 機会 を ねらった。 勿論 この 

場合 雇い入れる としても、 それ は 「臨時 ェ」 だし、 そ 

れに 国家 「非常時」 という こと を 名目と して ドシ/ \ 

臨時 ェを 使う こと は、 結局 は 労働者 全体 (工場から 見 

れば 本ェを 雇う ときに) の 賃銀 を 引き下げ るのに 役立 

つので ある。 だが 彼奴 等 は 自分た ちの 利害の この 両方 

のぼ 挾みに あって、 黒い 着物 を 頭から 引ッ かぶって 見 

張り をし なければ ならない ような 馬鹿げた 恥知らずの 

真似に 出で ざる を 得な いので ある。 



味から 「潜ぐ る」 というの は 正しい 云い 方で はなく、 

私達 は 決して 自分から 潜ぐ つてい るので はなくて、 彼 

奴等に 潜らされて いるのに 過ぎない の だ …… 。 

そんな 状態で、 私 は 敵の 前に 我と 我 身の 危険 を 曝ら 

している ので、 朝夕の 背広に は 実に 弱る。 この頃 そこ 

に 立って いる 背広が 何時も 同じ 顔ぶれな のでよ かった 

が、 遠くから 別な 顔が 立って いる 時には、 自分 は 歩調 

を ゆっくり にし、 帽子の 向き を 直し、 近付く 前に 自分 

の 知っている 顔で あるか どうか を 確かめる。 この 第一 

関門が パッス すると、 今度 は 門衛の 御 検閲 だ。 然し そ 

ザ J は ビラ を 持 つて 〔# 「持って」 は 底本で は 「使って 匕 入 



る ものが これに 引ッ 掛からない ようにす る ことだった- 

太 田 は それに は 女の メンバ— を 使って いた。 太 田に よ 

ると 「成るべく 女のお 臍から 下の 方へ 入れる と 安全 

だ」 つた。 彼奴 等 はま だ そこ を 調ら ベる ほどに は 恥 知 

らず にな つ てはいない らしい。 

次の 朝、 衣服 箱 を 開ける と、 ビラが 入って いる！ 

波の ような 感情が 瞬間 サッと 身体 を 突 走って ゆく。 職 

場に 入って 行く と、 隣り の 女が ビラ を 読んで いた。 小 

学生の ように 一字 一字 を 拾って、 分らない 字の 所に く 

ると 頭に 小指 を 入れて 搔 いていた。 私 を 見る と、 

「これ 本当！」 



さ 

と 訊いた。 十 円の こと を 云って いるの だ。 

私 は、 本当 も 本当、 大本 当だろう と 云った。 女 は、 

すると、 

くそ 

「糞い ま/ \ しい わ ネ。」 

と 云った。 

工場で は 私 は 「それらし い 人間」 として 浮き上がつ 

力 力 わ 

ている。 私 は ビラの 入る 入らない に拘ら ず、 みんな 

が 会社の こと を 色々 としゃ ベリ 合って いる 事に ついて 

は その 大小 を 問わず、 何時でも 積極的に 口を入れ、 正 

しい ハツ キリした 方向へ それ を 持って ゆく ことに 心掛 

けて いた。 何 か 事件が あつたと きに、 何時でも 自分 達 



の 先頭に 立 つ て くれる 人で あると いう 風な 信頼 は 普段 

からかち 得て 置かなければ ならない ので ある。 その 意 

味で 大衆の 先頭に 立ち、 我々 の 側に 多くの 労働者 を 「大 

衆 的に」 獲得し なければ ならぬ。 以前、 工場 内で はコッ 

ソリ と、 一人々々 を 仲間に 入れて 来る ような セクト 主 

義 的な 方法が 行われて いたが、 その後の 実践で、 そん 

な 遣り方で は 運動 を 何時 迄 も 大衆化す る - J とが 不可能 

である ことが 分った ので ある。 

仕事まで 時間が 少し 空いて いたので、 台に 固って 話 

し 合って いる 皆の 所へ 出掛けようと している と、 オヤ 

ジが やって来た。 



ず 五日 目に アジト を 襲われた。 その 時 同志 は 窓から 飛 

v じ 

んだ。 飛び は 飛んだ が 足 を 挫いて しまった。 彼 は 途中 

逃げられな いように 真裸に されて 連れて行かれた。 彼 

が 警察の 留置場に 入って、 前に やられた 仲間 を 一 眼 見 

ると、 「馬鹿野郎！ だら しのない 奴 だ！」 と 怒鳴りつ 

けた。 ところが その 仲間 は、 逆に 自分が やられて いる 

のに のん ベんだら りと 逃げ もしない 「だら しのない 奴」 

だと 思い、 相手に そう 云おうと 思って いたと いうので 

ある。 後で その 同志が 出て きたと き、 私たち は、 だか 

ら 云わない ことじ や 無 かったん だ、 分って いて 捕まる 

なんて 統制 上の 問題 だぞと 云った。 すると 彼 は、 あい 



つ (前に 捕まった 仲間) が しゃべった からだ、 一体 一 

言で も 彼奴 等の 前で しゃべる なんて 「君、 統制 上の 問 

題 だ ぜ！」 と 云い かえした。 事実 その 同志 は 取調べに 

対して は 一 言 もしゃ ベらなかった。 その 同志に とって 

はしゃべ ると いう 事 は 始めから 考え 得られな いこと 

だった し 従って 他の もの もしゃべ るな どと は 考え もし 

なかった ので、 「のん ベんだら り」 と アジトに いたの だ。 

私 はこの 時 誰よりも 一 番痛 いところ を つかれたと 感じ 

た。 アジト を 逃げろ と 云った の は、 自分が 若し 捕 か 

まったら 三日 か 四日 目に アジト を 吐く という、 敗北 主 

義を 自認して いる ことになる。 だが、 これ はおよ そボ 



ルシェ ヴィキ と は 無縁な 態度で ある。 これ は ABC だ。 

その後 私たち は その 同志の 態度 を 尺度と する 規約 を自 

分 自身に 義務づける ことにした。 が 今 あの 頼りない 太 

田 を 前にして は、 私 はこの 良き 意味での 「のん ベんだ 

らり」 を アジトで 極め 込んで いる わけに は 行かぬ。 私 

は 即刻 下宿 を 引き 移らなければ ならな か つ た。 

それにしても、 私 は 矢張り アジト は 誰に も 知らせな 

い 方が よかった。 雷って、 私達の 優れた 同志が 「七 人」 

もの 人に 自分の 家 を 知らせ、 出入り させて いた。 その 

中には 同志ば かり か 単なる 「シンパ」 さえいた。 その 

ために その 優れた 同志 は アジト を 襲われた。 —— そん 



工場の 帰りに 私は須 山と 伊藤 ヨシと 一緒にな り、 緊 

急に 「しるこ 屋」 で 相談した。 その 結果、 私 は 直ちに 

(今夜のう ちに) 下宿 を 移る こと、 工場 は 様子が ハ ツキ 

リ する 迄 休む こと、 残った 同志との 連絡 を ヨリ 緊密に 

し、 二 段 三 段の 構え をと る ことに 決まった。 「今日は 

まだ 大丈夫だろう」 とか、 「まさか そんな 事 は あるまい」 

というので 今迄に 失敗した 沢山の 同志が ある。 以上の 

三つの 事項 は 「工場 細胞」 の 決定と して 私が 必ず 実行 

する ことに 申し合わせた。 そして 伊藤と 須山は 貰って 

来たば かりの 日給から 須山は 八十 銭、 伊藤 は 五十 銭 私 

のために 出して くれた。 



須山は 〔# 「 須山 は」 は 底本で は 「須山 は 匕 何時もの 

彼の 癖で、 何 を 考えた のか 神 田 伯 山の 話 を 知っている 

かと 私に 訊いた。 私 は 笑って、 又 始まった なと 云った。 

彼の 話に よると、 神 田 伯 山 は 何時でも 腹巻きに 現金で 

百 円 は どんな 事が あろうと 手つ かずに (死ぬ 迄) 持つ 

ていたと いうので ある。 それ は 彼が、 人間 は 何時 どん 

な処で 災難に 打ち 当らない ものと は 限らない、 その 時 

金 を 持って いないば かりに 男と して 飛んでも ない 恥 を 

受けたら 大変 だと 考えて いたから だそう である。 

「同じ こと だ、 金が 無くて 充分の 身動きが 出来ない た 

めに 捕 かまった となれば、 それ は 階級 的 裏切 だから 



な！」 

そう 云って、 彼 は 「我々 は 彼等の 経験から も 教訓 を 

引き出す こと を 学ばなくて はなら な いんだ」 と、 つけ 

加えた。 私と 伊藤 は、 そういう こと を 色々 と 知ってい 

る須 山の 頭 は 「スクラップ. ブック (切 抜 帖)」 みたい 

だとい うので 笑った。 

私 は 実に ゥ カツに 私の 下宿に 入る 小路の 角 を 曲が つ 

た。 だが 本当 はゥ カツで もなんでも なかった のだろう。 

私 は 第一 こんなに 早く 太 田が 私の 家 を 吐こう などと は 

考え も だに 及ばなかった からで ある。 私 は ギヨ ッ とし 



て 立ちす くんだ。 二階の 私の 室に は電燈 がつ いてい 

る！ そして その 室に は 少なくとも 一人 以上の 人の 気 

配の ある ことが 直感と して 来た。 張り込まれ ている こ 

と は 疑うべく もなかった。 だが、 室の 中には 色々 と 持 

ち 出したい ものが ある。 次の 日から 直ぐ 差支える もの 

さえあった。 I 私 は 然し この 「だが」 がいけ ない と、 

直ぐ 思い かえした。 

私に は 今 直ぐと 云えば、 行く 処 はなかった。 今迄の 

ほと 

転々 とした 生活で、 知り合いの 家と いう 家 は 殆んど 使 

ぃ尽 してし まってい たし、 そういう 処は 最早 二度の 役 

に は 立たなかった。 私 はまず 何より この 地域 を 離れる 



必要が あるので、 電車 路に 出る と、 四囲 を 注意して か 

ら円 タク を 拾った。 別に 当ての 無い 処 だった が、 

「s 町まで 二十 銭。」 

と 云った。 

その 時フト 気付いた の だが、 私 は 工場からの 帰り そ 

のま、 だった ので、 およそ 円 タクに は 不調和な 服装 を 

していた。 —— 私 は 円 タクの 中で 考えて みた。 が、 矢 

あせ 

張リ 見当が つかない。 私 は 焦り、 イラ/ \ した。 ただ、 

私に は 今迄 一 二度 逃げ場 所の 交渉 をして 貰った 女が い 

た。 その 女 は 私が 頼む と 必ず それ を やって くれた。 女 

みせや 

は ある 商店の 三階に 間借りして、 小さい 商会に 勤めて 



いた。 左翼の 運動に 好意 は 持って いたが 別に 自分で は 

積極的に やって いる わけではなかった。 女の 住所 は 

知ってい たが、 女 一人のと ころへ 訪ねて 行く の も 変で 

あつたので、 私 は 今迄 用事の 時 は 商会に 電話 を かけて、 

それで 済まして いた。 が 私に は 今 その 女し か 残されて 

いない、 そんな こと を 考慮して はいられなかった。 I 

I 私 は S 町で 円 タク を 捨てる と、 覚悟 を 決め、 市電に 

乗った。 

成るべく 隅の 方へ 腰 を 下して、 膝の 上に 両手 を 置い 

た。 それから 気付かれな いように 電車の 中 を 一 通り 見 

渡して みた。 幸いに も 「変な 奴」 はいない。 私の 隣り 



と 訊く と、 私の 顔 を 見て 黙って いる。 二度目に 少し 大 

きな 声 を 出した。 すると、 障子の はまった 茶の間の 方 

を 向いて 何 か 分らない こと を 云った。 誰か 腰の 硝子 か 

のぞ 

ら こっち を視 いた。 

「さ ァ、 出て 行き ましたよ」 

内で うさん 臭く 云った。 

私 は、 ハタと 困って しまった。 何時頃 かえるので 

しょうかと 訊く と、 そんな 事 は 分らん と 云う。 私の 人 

相 (身 装) を 見て いるな と 思った。 どうに も 出来ず、 

私 は そこに 立って いた。 然し 仕様がなかった。 私 は 九 

時 頃に 又 訪ねて みると 云って 外へ 出た。 出てから 三階 



た。 

「 ！」 

笠 原 は 私の 顔 を 急に 大きな (大きくな つた) 眼で 見 

ちょっと なぜ 

はり、 一 寸息を 飲んだ。 それから 赤くな リ、 何故か あ 

わて たように 今迄 横 坐りに なって いた 膝 を 坐り 直した。 

しばらくして 彼女 は 覚悟 を 決め、 下へ 降りて 行った。 

S 町に いる 兄が 来たので、 泊って 行く からと ことわつ 

て 来た。 だが、 兄と いうの はどう 考えても 可笑し かつ 

た。 彼女 は 簡素 だが、 何時でも キ チンと した 服装 をし 

ていて、 髪 は 半 断髪 (？) だった。 そこに ナツ パを着 

た 兄で もなかった。 彼女が そう 云う と、 下のお ばさん 



は 子供 ッ ぼい 笠 原の 上から 下 を、 もの も 云わないで 見 

たそうで ある。 彼女 はさす がに 固い、 緊張した 顔 をし 

とま 

ていた。 普通の 女に とってた、 V 男が 泊る という ことで 

も、 それ は 只事ではなかった のであろう。 

そういう 風に 話が 決まる と、 二人とも 何んだ か 急に 

ぎこち なくなり、 話が 途切れて しまった。 私 は 鈴 筆と 

紙 を 借り、 次の 日の プラン を 立てる ために 腹ン 一 い に 

なった。 即刻 太 田の 補充 をす る こと、 太 田の 検挙の こ 

と を ビラに 書 いれて 倉 田 工業の 全 従業員に 訴える こと。 

私 は 原稿 を 錯筆を 嘗め/^ 書いた。 フト 気付く と、 女 

が 自分から 「もう 寝ましょう」 と 云えな いでいる こと 



に 気付いた。 それで、 

「君 何時に 寝 るんだ い？」 

と 訊いて みた。 

すると 「大抵 今頃 …… 」 と 云った。 

「じ や 寝よう か。 僕の 仕事 も 一段落 付いた から。」 

私 は 立ち上がって、 あくび をした。 

ふとん かけぶとん 

蒲団 は 一 枚し か 無かった。 それで 私 は 彼女が 掛 蒲団 

だけ を 私へ 寄こす というの を 無理に 断って、 丹前 だけ 

で 横にな つた。 電燈を 消してから、 女 は 室の 隅の 方へ 

行って、 そこで 寝卷 に着換 るら しかった。 

私 は 今迄 (自分の 家 を 飛び出してから) 色々 な処を 



転々 として 歩いた ので、 こういう 寝 方に は 慣れて いた 

し、 直ぐ 眠れた。 然し 女のと ころ は 初めてだった。 さ 

すがに 寝つきが 悪かった。 私 はゥト くす ると 夢を見 

て 直ぐ 眼 を さました。 それが 何 べん も 続いた。 見る 夢 

と 云えば、 追い かけられ ている 夢ば かりだった。 夢で 

は 大抵そう であるよ うに、 仲々 思うよう に 逃げられな 

い。 そして 気 だけが 焦る。 あ、 あつ、 あつ、 あ、 あ… 

…と 思う と、 そこで 眼が 覚めた。 ジッ としてい ると、 

頭の 片方 だけが ズ キン、 ズ キンと 鈍く うずいた。 私 は 

殆んど 寝た ような 気がしなかった。 そして 何 べん も 寝 

がえ り を 打った。 —— 然し 笠 原 は 朝まで た、 V の 一 度 も 



た。 

あ- ヒ 

外に 出る や 否や、 笠 原は恰 かも 昨日からの 心配事 を 

一 気に 吐き出す ように、 

「あ I あ I 」 

と、 大きな 声 を 出した。 それから 「クソ ば、 V ァ！」 と 

そッ とつけ 加えた。 

三 

その 夜 S に 会った とき、 昨夜の こと を 話す と、 そい 

つ は 悪い と 行って、 間 借の 金 を 支度して くれた。 私 は 



いると いう 噂 さ を 立てさせる 戦術 をと つ ている という 

まず 

話 を 聞く と、 そいつ は 拙い、 俺なら ば 江 東に いる 時に 

は、 かえって 江 東に いると いう 噂 さ を 立てさせ ると 

云った そうだ。 私 はこの 地区で はま だ 具体的に はスパ 

ィに顔 を 知られて いなかった、 それに 工場 もやめ たの 

で 経済的な 根拠から 同じ 地区に 下宿 を 決める ことにし 

た。 

下宿 は どっち かと 一 1^ えば、 小 商人の 二階な どが 良 

こと なお 

かった。 殊に それが 老人 夫婦で あれば 尚よ かった。 そ 

の 人た ち は 私たちの 仕事に 縁遠い し、 二階の 人の 行動 

に は、 その 理解に 限度が ある。 なまじっか 知識階級の 



家な ど は、 出入 や 室の 中 を 一 眼 見た だけで も、 其処に 

「世の常の 人」 らしから ぬ 空気 を 鋭敏に 感じて しまう 

からで ある。 然し、 警察 ども は 小 商人な どのと ころへ 

は 度々 戸籍 調ら べに やって来て、 無遠慮な 調ら ベ 方 を 

して 行く 代りに、 門 構で も あるよう な 家に は 二度のと 

ころ を 一度にし、 それ もた、； - 「変った ことが ありませ 

んか」 位に と 5- める。 —— 今度の 下宿 は その 中間 を ゆ 

く 家だった。 おばさん はもと 待合 をして いた ことがあ 

ると か 云って、 誰かの 妾 をして いるら しかった。 

須山ゃ 伊藤から 荷物 を 一 通り 集めて、 ようやく 落 付 

くと 私 はホッ とした。 た、 V 下の 室に 同宿の 人が いるの 



が 欠点だった。 それで、 第一に その 人が どんな 人 か 知 

る 必要が あった。 私 は 便所へ 降りて 行った。 同宿の 人 

の 室の 障子が 開いて 居り、 その 人 はいなかった。 私 は 

何より 本箱に 眼 を やった。 これ は 私が 新しい 下宿に 

行って、 同宿の ある 時に 取る 第一 の 手段だった。 本箱 

を 見る と、 その 人が 一 体 どういう 人 か 直ぐ 見当が つく 

からで ある。 I 本箱に は 極く 当り前の 本ば かりが 並 

ん でいた。 何処かの 学校の 先生ら しく、 地理と か、 歴 

史の 本が 多かった。 ところが、 机の 上に 「日本文学 全 

集」 が 載って いた。 フト 見る と、 「片岡 鉄 兵」 や 「葉 山 

よしき ひろ 

嘉樹」 などの 巻頭の 写真のと ころが 展 げられ たま、 に 



ラプラと 見て 歩いた。 五六 軒 見て 行く と、 曲り角に 「警 

視庁 巡査 II 」 の 名札が あった。 然し それ は 大きな 邸 

宅の 裏門に 出て いるので、 大して 心配が 要らない。 お 

湯屋から 出る と、 今度 は その 辺に ある 小路 や 抜け 路を 

調ら ベて 帰って きた。 一般に この 巿は (他の 巿 もそう 

かも 知れない が) 奇妙な ことに は、 工場 街と 富豪の 屋 

敷 街が ぴったり くつ ついて 存在して いると いう ことで 

ある。 今度のと ころも 倉 田 工業の ある 同じ 地区に も拘 

らず、 ゴ ミ/^ した 通りから 外 ずれた 深閑と した 住宅 

地に なって いた。 それにい いこと に は、 しん 閑と した 

長い 一 本道 を 行く と 直ぐにぎ やかな 通りに 続いて いる 



ことで、 用事 を 足して 帰って きても、 つけられ ている 

か 居ない かが 分った し、 家 を 出て しまえば 直ぐにぎ や 

かな 通りに 紛 ぎれ 込んで しまえる ので、 案外 条件が 良 

かった。 

二階の 私の 室の 窓 は 直ぐ 「物干 台」 に 続いて いた。 

そして 隣り の 家の 物干までに は、 一 またぎで そこから 

たやす へ い 

は 容易く 別な 家の 塀が 越せる ことが 分った。 私 は それ 

ぞ う リ 

で 草履 一 足 買って きて、 窓 を 開いたら 直ぐ 履け るよう 

に、 物干 台に 置く ことにした。 た 5- 困った こと は、 こ 

の 辺の 家 は 「巴 里の 屋根の 下」 のように 立て込ん でい 

るので、 窓 を 少しで も 開く と、 周囲の 五六 軒の 家の人 



成功で ある。 或いは ロ暄 ましい 派出 婦人会 だけ を 除く 

と、 まず 周囲 はい、 方と 云わなければ なるまい。 

いままで 

た、. -、 今迄の 経験で、 アジト を 襲われたり、 アジト 

に 変な ことがあつ たりしたら 直ぐ 出掛けて 行ける 宿所 

を 作って 置かなければ ならない。 どんなに 安全そう に 

見えても、 それ は 少しも 何時までもの 安全 を 意味して 

はいない。 事実、 私 はこの 前の 前の 下宿で、 移って か 

ら 二日 目 だとい うのに、 お湯へ 行って 帰って くると、 

下宿の 前に 洋服 を 着た 男が 立って いるの だ。 そこ は 一 

本道で、 私 は その 男 を 発見した が、 そこから は 引ッ込 

みのつ かない ほど 間近に 来て しまって いた。 私 は 仕方 



なしに、 身体 をフラ /\ と 振り、 濡れ手 拭 を 眼に つく 

ように 垂らし、 ゥロ 覚えの 「幻の 影 をしたい て、 はる 

ばる と …… 」 を 口笛で 吹いて、 下宿に は 入らずに 通り 

過ぎた。 洋服の 男 は 私の 方 を 見た ようだった が、 その 

見方 は 張り込んで いる 見方に して は、 何処か 不審な と 

ころが あるよう に 思われた。 私は暫 らく 来てから 振り 

かえって みた。 が、 男 は 未だ 立って 居り、 こっち を 見 

ている。 私 は その 夜 同志のと ころへ 転げ こんだ。 その 

同志 は 経験の ある 同志で、 第一 に そんな 張り込み 方が 

ない こと、 第二に 新しく 移って きて 二三 日 もしない う 

ちに、 何等かの 予備的 調査 もな くやって くると いう 事 



は 有り得な いという 判断から、 次の 日 人 を 使って 調ら 

ベたら、 何んでも ない ことが 分った が。 とにかく 即刻 

やってくる 災害に 対して 即刻に 応じ 得られる 第一 一段の 

構 をして 置く ことが 常に 必要で ある。 私 は 次の 連絡の 

とき、 笠 原に この こと を 依頼した。 

仕事 は 直ぐ 立ち直った。 太 田の あと は 伊藤 ヨシが 最 

近メキ くと 積極的に なった ので、 それ を 補充す る こ 

とに した。 弾圧の 強襲が 吹き捲つ ている ときに、 積極 

性 を 示す もの は 仲々 数 少なかった の だ。 彼女 は 高等 程 

度の 学校 を 出て いたが、 長い間の (転々 として はいた 



が) 工場 生活 を 繰り かえして きたた めに、 そういう 昔 

の 句い を 何処に も 持って いなかった。 この 女 は 非合法 

にされ てから は、 ！! 時で も 工場に 潜ぐ りこんで ばかり 

いたので、 何 べん か 捕 かまった。 それが 彼女 を 鍛えた。 

潜ぐ ると かえって 街頭 的に なリ、 現実の 労働者の 生活 

の 雰囲気から 離れて 行く 型と、 この 伊藤 は 正反対 を 

行った ので ある。 伊藤 は 警察に 捕 かまる 度に 母親が 呼 

び 出され 引き渡され たが、 半日 もしない うちに 又 家 を 

飛び出し 潜ぐ つて 仕事 を 始めた。 母親 は その 度に 「今 

度 は 行って ぉ舆れ でない よ」 と 頼んだ の だが。 母親 は、 

それで 娘が 捕 かまった から 出頭し ろと いう 警察の 通知 



が 来る と 喜んだ。 そして 警察で は 何 べん もお 礼 を 云つ 

て 帰って きた。 三度 目 か 四 度 目に 家へ 帰った とき、 伊 

藤 は 久し振りで 母親と 一緒に 銭湯に 行った。 彼女 はだ 

ん，^ 仕事が 重要に なって 行く し、 これから は 今迄の 

ように 容易く 警察 を 出れ る こと も 無くなる だろうと い 

うような 考 もあった ので ある。 それ は 蔭ながら のお 別 

れ であった わけで ある。 ところが 母親 はお 湯屋で 始め 

て 自分の 娘の 裸の 姿 を 見て、 そこへ へナ くと 坐って 

しまったそう である。 伊藤の 体 は 度重なる 拷問で 青黒 

ぃァザ だらけに なって いた。 彼女の 話に よると、 その 

ことがあ つてから、 母親 は 急に 自分の 娘に 同 隋 し、 理 



とが 出来ないで、 どうして 工場の 中で 種々 雑多な 沢山 

の 仲間 を 組織す る ことが 出来る もの か。 この ことに 多 

くの 本当の ことが 含まって いると すれば、 伊藤な ど は 

それで ある。 未組織 をつ かむ 彼女の コッに は、 私は随 

分 舌 を 巻いた。 少しで も 暇が あると 浅 草の レビ ユウへ 

行ったり、 日本 物の 映画 を 見たり、 プロレタリア 小説 

など を 読んで いた。 そして 彼女 は それ を 直ちに 巧みに 

未組織 をつ かむ ときに 話題 を 持ち出して 利用す る。 

(余談 だが、 彼女 は 人 眼 を ひくよう な 綺麗な 顔 をして 

いるので、 黙って いても 男工た ちが 工場からの 帰りに、 

彼女 を 誘って 白木屋の 分店 や 松 坂屋へ 連れて行って、 



色々 の もの を 買って くれた。 彼女 は それ を も 極めて、 

落着いて、 よく 利用した。) 

すなお 

彼女 は 人の 意見 をよ く 聞く 素直な 女だった が、 自分 

の 今迄 何十 べんと いう 経験の ふるい を 通して 獲得して 

きた 方法に 対して は、 石みたい に 頑固だった。 今 この 

ような 女の 同志 は 必要だった。 殊に 倉 田 工業の 七 〇％ 

(八 百 人のう ち) が 女工な ので、 その 意義が 大きかった 

の だ。 

私 は 倉 田 工業の 他に 「地方 委員会」 の 仕事 もして い 

ほと 

たし、 ヒゲの やられた ことが 殆んど 確実な ので、 新た 

に その 仕事の 一 部分 を も 引き受けなければ ならな かつ 



た。 急に 忙 がしくな つた。 が、 アジトが 確立した 上に、 

工場の 生活が なくなつ たので、 充分に 日常生活の プラ 

ンを 編成して、 今迄よりも 精力 的に 仕事に 取り かかる 

ことが 出来た。 

工場に いたと き は、 工場の なかの 毎日々々 の 「動き」 

が 分り、 それ は 直ぐ 次の 日の ビラに 反映させる ことが 

出来た。 今 その 仕事 は須 山と 伊藤が 責任 を 引き受けて 

やって いる。 最初 私 は 工場から 離れた 結果 を 恐れた。 

ところが、 須山 たちと 密接な 組織的 連繫を 保って いる 

ことによって、 浮き 上る 処か、 面白い ことに は 逆に、 

離れて みて 須山ゃ 伊藤 や (そして 今迄の 私 も) 眼 先 だ 



けの ことに 全部の 注意 を 奪われて いて、 常に ヨリー 歩 

発展 的に 物事 を 見て いなかつ たという ことが 分る ので 

ある。 非常に 精細な 見方 をして いるよう で、 実は ある 

わく のみと リ まなこ 

固定した 枠内で 蚤 取 眼 を 見張って いたと 云える。 勿 

論 それ は 私が ヨリ 展望の きく 「地方 委員会」 などの 仕 

事 をして いると いうと ころから も 来て いるが。 従って ■ 

私 は 自分の 浮き 上りと いう こと を 恐れる 必要がない こ 

とが 分った。 

私が まず 気付いた こと は、 八 百 人 もい る 工場で、 四 

五 人の 細胞 だけが 懸命に (それ は 全く 懸命に！) 活動 

しょうと している 傾向だった。 それ は 勿論 四 五 人で あ 



ろうと、 細胞の 懸命な 活動がなかったら、 工場 全体 を 

動かす ことの 出来な いのは 当然で あるが、 その 四 五 人 

が 懸命に 働いて 工場 全体 を 動かす ために は、 工場の 中 

の 大衆 的な 組織と 結合す る こと (或いは そういう もの 

を 作り、 その 中で 働く こと) を 具体的に 問題に しなけ 

れ ばなら ない。 そのための 実際の 計画 を考 顧し なかつ 

たなら、 矢張り この 四 五 人の、 それだけで 少しも 発展 

性の ない、 独り 角力に 終って しまう の だ。 —— ところ 

が、 実際に は 臨時 ェの 女工た ち は、 私達 は 折角 知り合つ 

て も 又 散り/ \ バラ/ \ になって しまう、 袖 触れ合う 

も 他生の縁と いうので、 臨時 ェの 「親睦会」 のよう な 



もの を 作ろうと している。 又 臨時 ェと 本ェ とが 賃銀の 

ァ J とや 待遇 のこと で 仲が 悪 いのは、 会社が ヮザ とに そ 

うさせ ている のであって、 中には 「合い 見、 互い 見」 

で、 仲間に なって いるもの さえ ある。 これら は ホンの 

一 二の 例で しかない。 だが、 若しも 細胞が それらの 自 

然 発生 的な もの を モッと 大きな ものに (組織に) する 

ために 努力し 且つ その 中で (自分た ち 四 五 人の 中で な 

しに) 働く こと を 知ったら、 近々 の 六 百 人 もの 首切り 

に 際して 工場 全体 を 動かす こと は 決して 不可能な こと 

ではない ので ある。 

殊に 倉 田 工業が 毒 瓦斯の マスク や パラ シュ ー トゃ飛 



行 船の 側な ど を 作る 軍需品 工場な ので、 戦争の時 期に 

於て は そこに 於け る 組織の 重要な こと は 云う 迄 もない 

の だ。 私達 は 戦争が 始まって から、 軍需品 工場 (それ 

おも 

は 重に 金属と 化学で ある) と 交通 産業 (それ は 軍隊と 

軍器の 輸送 をす る) に 組織の 重心 を 置いて、 仕事 を 進 

めて 来た。 そして 倉 田 工業に は 私ゃ須 山、 太 田、 伊藤 

などが 入り込んだ わけだった。 た >、 この場合 私達 は 

みんな 臨時 ェ なので、 モウ 半月 もしない うちに 首に な 

る。 私達 は その 間に 少しで も 組織の 根 を 作って 置かな 

ければ ならない。 そのために は 本ェを 獲得す る ことが 

必要だった。 そうすれば 私達が 首に なった としても、 



残って いる 組織の 根と 緊密な 外部からの 連繋に よ つ て、 

少しの 支障 もな く 仕事 を 継続す る ことが 出来る。 それ 

で どんな 小さい 話題から でも、 常に 本ェと 臨時 ェを接 

触 させ、 その 結合 を はかる 方向 をと る こと を 決めた。 

然し 同時に 臨時 ェの 間の 組織 も、 彼等が 首に なって 又 

何処かの 工場 を 探が しあて、 それ，^ の 職場に 入り込 

んで 行く 人間な ので、 それ は S ぼ わば 胞子だった。 従つ 

て 臨時 ェの 一 人々々 と は 後々 まで も 決して 離れて はな 

ら なかった。 —— 私達 は これらの 仕事 を、 首になる 極 

く 短 かい 期間に やって しまわなければ ならなかった。 



レポ は 中で 頼まれた と 云って、 不良が 持って きた。 

い ろ まち 

倉 田 工業から 電車 路に 出る と、 その 一 帯 は 「色 街」 に 

まるまど 

なって いた。 電車 路を 挾んで 両側の 小路に は 円窓 を 

持った 待合が 並んで いる。 夜になる と 夜店が 立って、 

にぎわった。 そして その 辺 一帯 を 「何々」 組の 何々 と 

いうよう なグレ (不良) が 横行して いた。 ところが 「フ 

ゥ テンの ゴ 口」 というの が 脅迫罪で N 署に 引っ張られ 

かんぼう 

たと き、 檻 房で 偶然 太 田と 一緒にな つた。 それで フゥ 

テンの ゴロが 出て 来る ときに、 彼 は 私たちの 知ってい 

る T のと ころへ レポ を 頼んだ ので ある。 

それによ ると、 私が 非常に 追及され ている こと、 口 



それで 私達 は 太 田の レポ は 自分の やった こと を 合理 

化する ために 書かれて いると いう ことにな つた。 そん 

な ことよりも、 私達 は 太 田が 警察で どういう こと を、 

どの 程度まで 陳述して いるかと いう ことが 知りたい の 

だ。 それによ つて、 私達 は 即刻に も 対策 をた てな けれ 

ばなら ぬで はない か。 私 は、 太 田 はこの ようで はキッ 

ト 早く 出て くるが、 こういう 態度の 奴 は 一 番 気をつけ 

なければ ならぬ、 と 思った。 

然し 工場で は、 働いて いると ころから 太 田が 引 張ら 

れた V け、 それ は尠 なからず 衝動 を 与えた。 今迄 ビラ 

を 入れて くれていた 人 は あの人であった のか、 という 



親しい 感動 を 皆に 与えた。 しかも、 事 ある 毎に オヤ ジ 

から 「虎」 (ウルトラ という 意味) だと か、 「国賊」 だ 

とか 云われて いた 恐ろしい 「共産党」 が 太 田で あり、 

それ は 又 自分た ちに は 見えない 遠い 処の 存在 だと 思つ 

ていたのに、 毎日 一緒に パラ シュ ー トの 布に アイロン 

を かけて 働いて いた 太 田で ある ことが 分る と、 皆 は そ 

の 意外 さに 吃驚した。 「太 田さん は 何時でも 妾 達の こ 

とば かり 考えて くれて、 それで 引 張られて 行った 人 だ 

から、 工場の 有志と いう ことにして、 何ん か 警察に 差 

入れして あげよう よ」 伊藤 ヨシ は 太 田の 事件 を 直ぐ そ 

んな 風に とりあげて、 金 や 品物 を 集めた。 七 人 程が お 



金 を 出した。 その 中には 太 田 を 好きだと いう 女 もいた _ 

ヨシ は 太 田の ことから ビラの 話 をし、 工場の 仕事の 話 

などから、 とう/ \ 八 人 ほど を 仲間に する ことに 成功 

した。 彼女 は 長い間の 工場 生活から、 どんな こと を 取 

リ 上げる と 皆が ついて 来る か 知っていた。 それに パラ 

シュ —卜の 方 は 殆んど 女ば かりだつ たので、 太 田な ど 

はな かく 「評判」 だった。 彼女 は それ を も 巧みに つ 

かんだ の だ。 彼女 は 八 人のう ちから 積極的な の を 選ん 

で、 「倉 田 工業 内 女工 有志」 という 名 を 出して、 警察に 

じゅばん あわせ てぬぐい 

差 入に やった。 サル マタ、 襦拌、 袷、 帯、 手拭、 チリ 

紙、 それに 現金 一円。 警察で は、 その 女 をし ばらく 待 



げ」 によって、 彼奴 等 は 私 を 捕 かもうと して、 この 地 

区 を 厳重に 見張りし ている こと は 考えられ るの だ。 ヒ 

ゲの 話に よると、 (前に 話した ことがあった) 彼奴 等 は 

私達 一 人 を 捕 かむ と 五十 円から 貰える という こと だ。 

彼奴 等 は その エサに 釣られて、 夢中に なって いる だろ 

う。 —— だが、 こういう 落 付かない 時 は、 えて 危 いと 

思った。 私 はっか まって はならない。 私 は 「しるこ 屋」 

に 入って ゆっくり 休み、 それから 帰って きた。 

私達 は 退路と いう もの を 持って いない。 私たちの 全 

生涯 はた、 X 仕事に のみ うずめられて いるの だ。 それ は 

合法的な 生活 をして いるものと はちが う。 そこへ もつ 



てきて、 このような 裏切 的な 行為 だ。 私たち は それに 

対して は 全身の 憤怒と 憎悪 を 感じる。 今では 我々 は 私 

的 生活と いうべき もの を 持って いないの だから、 全 生 

涯的 感情 を もって (若しも こんな 言葉が 許される とし 

ふんぬ 

たら)、 憤怒し、 憎悪す るの だ。 

私 はムッ としてい たらしい。 下宿の 出入りに は、 お 

ばさん に 何時もち ァんと 言葉 を かける ことにな つてい 

ながら、 私 は それ も 忘れ、 二階に 上がって しまった。 

私 は 机の 前に 坐る と、 

「畜生！」 

と 云った。 



その後、 私 は 笠 原と 急に 親しくな つた。 私 は 自分で 

も 妙な もの だと 思った。 彼女 は 頼んだ 用事 を 何 くれと 

なく、 きちんと 足して くれた。 太 田の 裏切から 私は最 

近 別な 地区に 移る ことに 決めた が、 自分で 家 を 探が し 

て 歩く わけに も 行かなかった ので、 それ を 笠 原に 頼ん 

だ。 それと 同時に 私 は 笠 原と 一 緒になる こと を 考えて 

みた。 非合法の 仕事 を 確実に、 永く やって 行く ために 

も、 それ は 都合が よかった の だ。 

下宿に 男が 一人でいて、 それが 何処に も 勤めて いな 

くて、 しかも 毎夜 (夜になる と) 外出す る —— これ こ 



そう なれば 私が ブラ/ \ している ように 見えても、 細 

君の 給料で 生活して いると いう ことになる。 世間 は 一 

定の 勤め を もっている 人し か 信用 しないの だ。 —— そ 

れで私 は 笠 原に、 一緒にな つて くれる かどう か を 訊い 

た。 それ を 聞く と、 彼女 は 又 突然 あの 大きな (大きく 

した) 眼で 私の 顔 を 見 はった。 彼女 は 然し 何も 云わな 

かった。 私 はしば らくして 返事 をうな がした。 が 黙つ 

ている。 彼女 は その 日とう/^ 何も 云わないで、 帰つ 

てし まった。 

その 次に 会う と、 笠 原 は 私の 前に 今迄に なく チョコ 

ナンと 坐って いるよう に 見えた。 それ は 如何にも チヨ 



コ ナンと していた。 肩 を つぼめて、 両手 を 膝の 上に 置 

き、 身体 を 固く していた。 彼女の 下宿に 泊った 次の 朝、 

下宿から 一 歩 出た とき、 「あ —— あ、 よかった 畜生め！」 

と 男の ような 明るさで 叫んだ 女らし さが 何処に も 見え 

なかった。 私 は それ を 不思議に 眺めた。 

私達 は 色々 と 用事の 話 をした。 その 話が 途切れる と、 

女 はモジ /\ した。 二人とも この 前の 話 を 避け、 それ 

を 後へ 後へ と 残して 行った。 用事が 済んで から、 私 は 

とう/^ 云った。 —— 彼女 は 自分の 決心 をき めて 来て 

いたのだった。 

私と 笠 原 は その後 直ぐ 一 緒に 新しい 下宿に 移った。 



で、 一 人の 母親に も その 事情 を 云い 得ずに 潜 ぐらざる 

を 得なかった ので ある。 その 日 は 夜の 六 時 頃、 私 は 

何時もの レン ラクに 出た。 私 は 非合法の 仕事 はして い 

たが、 ダラ 幹の 組合員の 一 人と して 広汎な 合法的 場面 

で、 反対派と して 立ち働いて いたので ある。 ところが 

六 時に 会った その 同志 は、 私と 一緒に 働いて いた F が 

突然 やられた こと、 まだ その 原因 は ハツ キリして いな 

いが、 直接 それと つながつ ている 君 は 即刻 もぐらな け 

れ ばなら ない こと を 云った。 私 は 一寸 呆然と した。 F 

の 関係で 私の ことが 分る とすれば、 それ は 単に ダラ 幹 

組合の 革命的 反対派と して、. -は 済まない。 オヤ ジの関 



係になる の だ。 私 は 一度 家に 帰って 始末す る もの はし 

て、 用意 をしても ぐろうと 思い、 そう 云った。 それ だ 

けの 余裕 は あると 思った。 すると その 同志 は (それが 

ヒゲ だった の だが) 

「冗談 も 休み休みに 云う もんだ。」 

と、 冗談の ように 云いながら、 然し 断じて 家へ は 帰つ 

てなら ない こと、 始末す る もの は 別な 人 を 使って やる 

こと、 着の み 着 ま、 でも 仕方がな いこと を 云った。 「修 

学 旅行で はない からな」 と 笑った。 ヒゲは 最も 断乎と 

した こと を、 人 なつこ さと、 一緒に 云い 得る 少数の 人 

だった。 彼 は、 もぐって いる 同志が とうく 行く 処が 



なくなって、 「今晩はよ もや 大丈夫だろう」 と 云う ので 

自分の 家に 帰り、 その 次の 朝つ かまった 話 や、 大切な 

もの を 処分す るた めに、 張り込んで いる 危険性が 充分 

に 考えられる 理由が ある にも拘らず、 出掛けて 行つ 

て 捕 かまった という 例 を 話した。 彼 は あまり、 どうし 

てはいかぬ と は 云わない。 そんな 時 は、 それに 当て は 

まる 例 を 話す だけだった。 色々 な 経歴 を 経て 来て いる 

らしく、 そんな 話 を 豊富に 知っていた。 

私 はヒゲ から 有り金の 五 円 を 借り、 友達の 夫婦の 家 

に 転げ込んだ。 —— ところが、 次の 朝 やっぱり 私の 家 

へ 本庁と S 著の スパイが 四 人、 私 をつ かむ ために やつ 



今まで 夜 もろく に 寝て いなかった、 それで 眼の 下が ハ 

レぼッ たくた るんで、 頰 がげ ッそリ 落ち、 見て いると 

頭が ガク /\ す るので はない かと 思われる ほど、 首が 

細く しなびて いた。 

終い に、 母親 は 「もう 何日したら 安治 は 帰って くる 

き 

ん だか？」 と 訊いた。 須山 はこれ に は 詰まって しまつ 

た。 何日？ 然し 今にも クラ/ \ しそうな 細い 首 をみ 

ると、 彼 はどうしても 本当の ことが 云えず、 「さ ァ、 そ 

ん なに 長くな いんで しょうな …… 」 と 云って きたと い 

う。 

もちろん いままで 

私の 母親 は、 勿論 私が 今迄 何べ ん も 警察 に引ッ 張ら 



れ、 二十 九日 を 何度か 留置場で 暮す ことに は 慣らされ 

こと 

ていたし、 殊に 一 昨年 は 八 力 月 も 刑務所に 行って いた。 

母親 は その 間 差 入に 通って くれた。 それで 今ではそう 

いう ことで はかえ つ て 私の している 仕事 を 理解して い 

て くれてい るので ある。 た、 X 何故 今迄 通り、 警察に 素 

直につ かまらない のかが 分らなかった。 逃げ 廻って い 

たら、 後が 悪いだ ろうと 心配して いた。 

私 は 今迄 母親に はつら 過ぎた かも 知れなかった が、 

結局 は 私の 退ッぴ きなら ぬ 行動で 示して きた。 然し 六 

十の 母親が 私の 気持にまで 近付いて いる ことに、 私 は 

自分た ちが y J の 運動 を し て ゆく 困難 さ の 百倍 も の 苦し 



年で も 帰られな いこと をハ ッ キリ 云つ て もらう ことに 

した。 そして 私 を 帰られない ようにして いるの は、 私 

が 運動 をして いるから ではなくて、 金持ちの 手先の 警 

さかさ 

察な の だから、 私 を うらむ のではなくて、 この 倒に 

な つ ている 社会 をう らまなくて はならない 事 を 云 つ て 

もらう ことにした。 うやむやの ことより、 ハツ キリし 

たこと が 分らせれば、 かえって そこに 抵抗力が 出て く 

る。 それに、 私の 知っている 仲間が 警察に つかまって、 

それが 共産党に 関係が あると 云われる と、 残された 家 

族の 妻と か 母親と か、. -、 私の 夫と か 息子に はそんな 「暗 

い 陰」 が 無い とか、 「罪に ひッ かけよう として」 共産党 



生涯 的 憎悪 を (母の 一 生 は 事実 全くそう であった) 抱 

かせる ために も 必要 だと 考えた。 それで 私 は 念 を 押し 

て、 私が 母の 死 目に会わな いような ことがあ るの も、 

それ は みんな 支配階級が そうさせて いるの だとい うこ 

と を 繰り かえす こと を 頼んだ。 —— だが、 さすがに そ 

の 日 私は須 山と 会う 時には、 胸が 騒いだ。 

「どう だ つ た？」 

と 訊いた。 

「こう 云 つ てた よ 」 

私の 母 はこの 頃 少し 痩せ、 顔が 蒼くな つてい るら し 

かった。 そして 一度 会えない もの かどう か、 ときいた 



というの だ。 

わた まさ 

私 はフト 「渡 政」 のこと を 思い出した。 渡 政が 「潜 

ぐ」 つたと き、 彼のお 母さん は (このお 母さん はい ま 

渡 政 ばかりでなく、 全 プロレタリア— トの お母さんで 

も あるが) 「政と は モウ 会えない のだろう か」 と 同志の 

人に きいた。 同志の 人た ち は 「会えない の だ」 という 

こと をお 母さんに 云った そうで ある。 で、 私 は そのこ 

とを須 山に 云った。 

「それ は 分る が、 君の 居所 を 知らせる わけで なし、 一 

度 位 何処かで 会って やれよ。」 

実際に 私の 母親の 様子 を 見て きた 須山 は、 それにつ 



私たち はそんな にしゃ ベらなかった。 母はテ ー ブル 

の 下から 風呂敷 包み を 取って、 バナヽ とビヮ と、 それ 

に 又 「うで 卵」 を 出した。 須山は 直ぐ 帰った。 その 時 

母 は 無理矢理に 卵と バ ナ ヽ を 彼の 手に 握らして や つ た。 

少し 時間が 経つ と、 母 も 少しずつ しゃ ベリ 出した。 

「家に いたと きよりも、 顔が 少し 肥えた ようで 安心 だ」 

ほと 

と 云った。 母 はこの 頃で は 殆んど 毎日の ように、 私が 

や おとろ 

痩せ 衰 えた 姿の 夢 や、 警察に つかまって、 そこで 「せつ 

かん」 (母 は 拷問の こと をそう 云って いた) されて いる 

夢ば かり 見て、 眼 を 覚ます と 云った。 

母 は 又 茨城に いる 娘の 夫が、 これから 何ん とか 面倒 



を 見て くれる そうだから 安心して やったら い、 と 云つ 

た。 話が そんな ことにな つたので、 私 は 今迄 須山を 通 

して 伝えて もらって いた 事 を、 私の 口から 改めて 話し 

た。 「分って る」 と、 母 は 少し 笑って 云った。 

私 は それ を 中途で 気付いた の だが、 母親 は 何んだ か 

しま 

落着かなかった。 何処か 浮 腰で 話 も 終い まで、 しんみ 

り 出来なかった。 —— 母 はとうく 云った、 お前に 会 

う 迄 は 居ても 立っても いられなかった が、 こうして 

会って みると、 こんな こと をして いる 時に お前が 捕 か 

まるん じ やない かと 思って、 気が 気で ない、 それで モ 

ゥそろ/^^帰ろぅと云ぅのだ つ た。 道理で 母 は 時々 別 



「どうもお 前の 肩に くせが ある …… 」 

と 云った。 「知っている 人なら 後からで も 直ぐお 前と 

分る。 肩 を 振らない ように 歩く 癖 をつ けない とね… 

;」 

「あ、 みんなに そう 云われて るんだ よ。」 

「そうだろう。 直ぐ 分る！」 

母 は 別れる まで、 独り言の ように、 何 べん も 「直ぐ 

分る」 を 云って いた。 

私 はこれ で 今迄に 残されて いた 最後の 個人的 生活の 

退路 —— 肉親との 関係 を 断ち切って しまった。 これ か 



ら 何年 目 かに 来る 新しい 世の中に ならない 限り (私た 

ち は そのために 闘って いるの だが)、 私 は 母と 一緒に 

暮す ことがない だろう。 

その 頃ヒゲ から レポが 入った。 

ヒゲは 始め T 署に 五日ば かりいて、 それから K 署に 

廻 わされ、 そこで 二十 九日つ けられた。 須山ゃ 伊藤た 

かんぼう 

ちの 出入りし ている T のと ころへ、 彼と 檻 房が 一緒 

だった 朝鮮の 労働者が レポ を 持って きたので、 始めて 

分った。 レポに は、 自分 は アジトで やられた こと、 然 

しその 理由 はどうしても 見当が つかない こと、 陣営 を 



建て直す のに 決して 焦ったり、 馬車 馬 式に なつたり、 

便宜主義に なったり しない こと、 そんな ことが 書かれ 

ていた。 「焦ったり、 馬車 馬 式に」 というと ころと、 「便 

宜 主義」 というと ころに はヮ ザく 「〇」 をつ けて い 

た。 

それ を 見て、 私 は 須山ゃ 伊藤 は、 自分た ち は 「焦つ 

たり」 「馬車 馬 式」 になった りする ほどに さえ も 仕事 を 

していな いこと を 恥じた。 

ヒゲの 家に は 両親 や 兄弟が 居り、 その 方から も 私の 

名宛で (私たちの 間 だけで 呼ばれて いた 名で) レポが 

入って きた。 —— 自分 は 「白紙の 調書」 を 作る 積り で 



の 鉄の 規律に 従わなければ ならない こと は 当然 だ、 と 

云って いた。 今 彼 は 自分で 実際に それ を 示して いたの 

だ。 

「ヨシ 公 は シャヴ ァロフ つて 知って るか？」 

と、 須 山が 云った。 

「マルクス主義の 道 さ。」 

「又 切り抜 帳 か？」 と 私 は 笑った。 

「シ ャヴァ ロフは 〔# 「「シ ャヴ ァロフ は」 は 底本で は 「 

「シ ャヴ ァロフ は」〕 つかまった とき、 七 力 月間 一言 も 

しゃべらな いでがん 張った そうだ。 そして 曰く だ、 — 

I 一人の 平凡 人に とって は、 妣 何なる 陳述 もな さない 



て は 一 言 も 答えない という こと を、 こ、 の 細胞 会議の 

決議と して 実行す る ことにした。 更に この 決議 は 此処 

だけに 止めず 上層 機関に 報告し、 それ を 党 全体の 決議 

とする ように 持 つ て 行く ことにした。 

その後に T に 入った レポに よると、 ヒゲは 更に K 署 

から 署にタ ライ 廻し にされ、 そこで 三日間 朝から 夜 

まで 打ッ 続けに 七 八 入掛り で 拷問 をされ た。 両手 を 後 

に 縛った ま、 刑事 部屋の 天井に 吊し上げられ、 下から 

その 拷問 係が 竹刀で 殴ぐ リ つけた。 彼が 気絶す ると 水 

を 呑まし、 それ を 何十 度 も 繰り かえした。 だが、 彼 は 

一 言 も 云わなかった。 



そんな 風で、 我々 の 日常の 色々 な 生活が 中の 同志の 生 

活 とその ま、 に 結びつい ていた。 内と 外と はちがつて 

いても、 それが 支配階級 に対する 闘争で あると いう 点 

では、 少しの 差異がなかった からで ある。 

五 

伊藤 は 臨時 ェ のなかに 八 九 人の 仲間 を 作った。 —— 

倉 田 工業で は 六 百 人の 臨時 ェを馘 きる という ことが 

愈々 確実に なり、 十 円の 手当 も 出しそう にない ことが 

(共産党の ビラが 撒かれてから) 誰の 眼に も ハツ キリ 



してきた。 その 不安が 我々 の 方針と 一致して、 親睦会 

かたま たやす 

めいた 固 リは 考えた よりも 容易く 出来た。 

女た ち は 工場の 帰りに は 腹が ペコく だった。 伊藤 

や 辻 や 佐々 木た ち は (辻 や 佐々 木 は 仲間のう ちで も 一 

番 素質が よかった) 皆 を 誘って 「しるこ 屋」 や 「そば 

や」 によった。 一日の 立ちず くめの 仕事で クタ/ \ に 

なって いる みんな は 甘い ものば かリを 食った。 そして 

始めて 機械の ゴ ー 音が 無くなつ たので、 大声で、 たつ 

た 一 度に 一 日中の こと を みんなし やべ つ てし まおうと 

した。 

伊藤た ち は 次のように やって いた。 伊藤 は みんなの 



なかで も、 「あれ」 という ことにな つていた。 それで、 

しるこ 屋 などで 伊藤 は 「それらし いこと」 を 話しても 

別に 不自然でなかった。 辻と 佐々 木 は 「サ クラ」 を やつ 

た。 みんなと 一緒にな リ、 ヮ ザと 色々 な、 時には 反動 

的な こと を 伊藤に 持ち出して、 そういう ことにつ いて 

話の キッ カケを 作らせた。 それ は 始めのう ち はお 互い 

の 調子が うまく とれないで、 どまつ き、 同じと ころ を 

グル/ ^めぐり をしたり した。 或ると きな ど は ダルに 

なって いる 化けの皮が 剝 げそうに なって、 ヒャ /\ し 

た。 そんな 時 は、 終って しるこ 屋の 外に 出る と、 三人 

とも 自分が ぐッ しより 汗をか い ている のに 気付いた。 



が、 一回、 二回、 と 眼に 見えて 巧妙に なって 行った。 

サ クラになる ものが 上手 だと 少しの 考え もな く、 たゾ 

友達 位の つもりで 付いて 来た 女工 をもう ま/^ と 引き 

つける ことが 出来た。 だから サ クラになる もの は、 意 

識の 低い、 普通の 女工が 知らずに 抱いて いるよう な考 

え や 偏見な ど を ハツ キリ 知って いなけれ ばなら なか つ 

た。 

女工た ち は 集まる と、 話す こと は 誰と 誰が 変 だと か、 

誰と 誰が くッ ついた とか、 くッ つかぬ とか、 そんな こ 

とば かりだった。 伊藤が 連絡のと き、 こんな こと を 私 

に 話した ことがある。 —— マスクに いる 吉村 という 本 



ェ から キヌ ちゃんと いう パ ラシ ュ ー トの 女工に、 「何処 

か 静かな ところで、 ゆっくりお 話しましょう」 という 

ラヴ . レタ— が 来たと いうので、 皆が 工場 を 出るな リ、 

キヤ ッ くと 話して いる。 そばやに 行って から も、 そ 

れ ばかりが 話題に なった。 キヌち やん は その 手紙 を 

貰って から、 急に お 白粉が 濃くな つたと か、 円鏡に 紐 

をつ けて 帯の 前に 吊し、 仕事 をしながら 終始 靦 きこん 

でい ると か、 際限がない。 ところが、 仲間で も 少し 利 

口な シゲ という 女が、 こんな こと を 云った。 キヌち や 

んが シ ミ ん\ とシゲ ちゃ んに こぼした と いうの だ —— 

静かな ところで、 ゆっくりお 話したい と 云う けれども、 



「それに はこん な 日給 じ や 仕様がな いわ！」 

「そう。 少し 時間 を 減らして、 日給 を 増して もらわな 

かったら、 恋 も 囁 やけない と 来て いる！」 

「実際、 会社 は ひどい よ！」 

「私ん とこの オヤ ジね、 あいつ 今日 こんな こと を 怒 

鳴った の、 今 は どんな 時 だか 知ってい るか、 戦争 だぞ、 

お前 等 も 兵隊の 一 部 だと 思って 身 を 粉に して 働かな け 

ァ ならな いんだ。 もう 少し 戦争が ひどく なれば、 兵隊 

さんと 同じ 位の 日給で ドシ/ ^働いて もらわなくて は 

ならな いんだ。 それが 国の ためだって。 —— ハゲッ 

ちョ そんな こと を 云つ てた よ！」 



これに は 伊藤 も 吃驚して しまった。 「恋 を 囁 やく」 

話が 伊藤 さえ もが それと 気付かぬ うちに、 会社の 待遇 

の 問題に 入って 行って いるの だ。 このところ サ クラ ま 

であつ けに とられた 形だった。 話 は それから 少しの 無 

理 押しつけ というと ころもな く、 会社の 仕打ちに 対す 

る 攻撃に なった。 

私 は その 話 を 伊藤から 聞き、 本当 だと 思った。 戦争 

が 始まって から 労働 強化 は 何処でも ヒ ドクな つてい る 

の だが、 同一 の 労働 (或いは 同一 以上の 労働) をして 

力 力 わ 

いる にも拘らず、 女工に 対する 搾取 は 急激に 強まつ 

さ さ 

ている。 今では 全く 「恋 を 囁 やく」 という こと さえ も ■ 



ば 又 皆の 意気込が ちがう こと、 もう 一 つの 点 は その グ 

ル ー プを 臨時 ェば かりにし ないで 本ェを 入れる ように 

する こと、 この ことが 最も 大切な こと だ、 と 自分の 考 

え を 云い、 彼女 も 同意した。 

それから 私達 は 六 百 人の 首 切に そなえる ために、 

いままで 

今迄 入れて いたどつ ちかと 云えば ェ 新式の ビラ を やめ 

て、 ビラと 工場 新聞 を 分けて 独立 さす ことにした。 

須 山に ェ 新の 題 を 考えて 置け と 云ったら、 彼 は 「恋 

の パラ シュ ー ト」 として はどう だ、 と 鼻 を 動かした。 

ェ新は 「マスク」 という 名で 出す ことにな つた。 私 

は 今 工場に 出て いないので、 S から その 編輯 を 引き 



とや、 首切り をゥ マ/ \と やっての けようと する ため 

の 策略で ある こと は 分る。 がその 策略が 実際に どのよ 

うな もので あるか、 V ハツ キリ 分り、 それ を 皆の 前に さ 

らけ 出す のでなかったら、 駄目 だ。 相 も 変らず 今迄 通 

リ のこと を 繰 りかえ している のなら ば、 皆 は 我々 の 前 

から 離れて 行く。 我々 の 戦術 は 向う の ブルジョワ ジ— 

の ジグザ ッグな 戦術に 適確に 適応して 行かなければ な 

ら ない。 私たちの 今迄の 失敗 をみ ると、 最初のう ち は 

何時でも 我々 は 敵 を おびやか している。 ところが、 敵 

が 我々 の 一応の 遣り方 をつ かむ と、 それの 裏 を 行く。 

ところが 我々 は 敵が 一 体 どういう 風に やろうと してい 



と 思います。 皆さん も ご 承知の こと、 思います が _ 

戦争と いう もの は 決して 兵隊さん だけで は 出来る 

ものではありません。 若しも 皆さんが マスク ゃパ 

ラシ ュ ー トゃ 飛行船の 側 を 作る 仕事 を 一 生 懸命に 

やらなかったら、 決して 我が国 は 勝つ こと は 出来 

ある 

ない のであります。 であり ますから 或いは 仕事に 

少しの つらい ことがある としても、 我々 も 又 戦争 

たま 

で 敵の 弾 を 浴びながら 闘って いる 兵隊さん と 同じ 

気持と 覚悟 を もつ て やつ ていた、 V き 度い と 思う の 

です。 

一 言 みなさんの 覚悟 をうな がして 置く 次第で あ 



リ ます 

工場長 

「我々 の 仕事 は 第一 一 の 段階に 入つ た！」 

と須 山が 云った。 

工場で は、 六 百 人 を 最初の 約束 通りに 仕事に 一 定の 

区切りが 来たら、 やめて 貰う ことにな つていた が、 今 

度 方針 を 変えて、 成績の 優秀な ものと 認めた もの を 二 

百 人 ほど 本ェに 繰り入れる ことにな つたから、 各自 一 

生 懸命 仕事 をして 欲しい と 云う のだった。 そして その 

う-わ ま 

噂 さ を 工場 中に 撒きち らし 始めた。 



私と 須山 は、 うなった。 明らかに その 「噂 さ」 は、 

首切りの 瞬間まで 反抗の 組織化 される こと を 妨害す る 

ためだった。 そして 他方で は 「掲示」 を 利用し、 本ェ 

に 編成す るか も 知れない という エサで 一 生 懸命 働かせ、 

しぼ 

モ ッ ト 搾ろうと いう 魂胆 だ つ た ので ある。 

須山は その 本質 を パク 露す るた めに、 掲示 を 写して 

きたの だった。 これで 私たち は 会社の 第二 段の 戦術が 

分った。 

私と 須 山と 伊藤 は 毎日 連絡 をと つた。 が、 連絡 だけ 

では 精密な 対策が 立たない ので、 一週に 一度の 予定で 

三人 一 緒に 「ェ ンコ」 (坐る こと) する ことにな つてい 



吹いて いる 或る 晚、 私は須 山と 伊藤に 渡す 「ハタ」 (機 

関 紙) と パンフレット を 持って 家 を 出た。 その 夜はェ 

ンコ する ことにな つていた。 途中まで 来る と、 街角に 

巡査が 二人 立って いた。 それからもう 一 つの 角に くる 

と、 其処に は 三人 立って いる。 これ はいけ ない と 思つ 

た。 もの を 持って いるので、 今日の 会合 を どうしょう 

かと 思った。 そう 思いながら、 まだ 決まらず 歩いて い 

ると、 交番のと ころに も 巡査が 二三 人 立って いて、 驚 

いた ことに は 顎紐 を かけて いる。 途中から 引ッ 返え す 

ちょっと よど 

こと はまず かった が、 仕方なかった。 私 は 一寸 歩き 澱 

んだ。 すると、 交番の 一人が こっち を 見たら しい、 そ 



して 私の 方へ 歩いて 来る ような 気配 を 見せた。 —— 私 

は 突 嗟に、 少し ゥ 口/ \ した 様子 をし、 それから 帽子 

に 手 を やって、 「s 町に はこつ ちで しょうか —— それ 

とも …… 」 

き 

と、 rs: ヽ ，， こ。 

ひと 

巡査 は 私の 様子 を ィャな 眼で 一 わたり 見た。 

「s 町 はこ つち だ。」 

r ハ、 どうも有難う 御座います。」 

私 は その 方へ 歩き 出した。 少し 行って から 何気なく 

振り かえって みると、 私 を 注意した 巡査 は 後向きに な 

り、 二人と 何 か 話して いた。 畜生め！ と 思った。 そ 



して 私 は 懐 の 上から 「ハタ」 や 「パンフレット」 を 

たたいた。 「口惜しいだろう、 五十 円 貰い 損いして！」 

私 は 万一 のこと を 思い、 とうく 家へ 帰って きた。 

次の 朝 新聞 を 見る と、 人殺しが あつたの だった。 私た 

ち はよ く 別な 事件の ために 側杖 を 食った。 が、 彼奴 等 

はえて そんな 事件 を 口実に して、 「赤狩り」 を やった の 

だ。 現に 彼奴 等 は その 度 毎に 「思わぬ 副産物が あった」 

とほ ざいて いるの がその 証拠 だ。 S によると、 外国の 

雑誌に、 日本で は 夜 遅く 外 を 歩く 自由 も、 喫茶店で 無 

理矢理 な 官憲の 点検 を 受けずに は、 のんびりと 話し込 

む 自由 もない と 書いて あるそう だが、 それ は 本当 だ。 



そして それ は 特に 我々 へ の 攻撃の ためで ある。 

私 は 常に 新聞に 注意し、 朝 出る ときと か、 夜 出る と 

き は、 自分の 出掛ける 方面に 何 か 事件が 無い かどう か 

を 調べてから にした。 殊に 今迄 逃げ 廻 わって いた 人 殺 

しと か 強盗が 捕ったり した 記事 は 隅から隅まで 読んだ。 

その 時には 自分の 取って いる 新聞ば かりで なく、 色々 

な 新聞 を 笠 原に 買わして、 注意して 読んだ。 ある 時 七 

年間 隠れて いたと いう 犯人の 記事な ど は 多くの 点で た 

めに なった。 私 は 毎朝の 新聞 は、 まずそう いう 記事 か 

ら 読み出した。 

—— 私 は 今 一 緒に 沈んで いる S や N などの 間で、 「捕 



かまらない 五 力 年 計画」 の 社会主義 競争 を やって いる。 

それ は 五 力 年 計画が 六 力 年に なり 七 力 年に なれば なる 

程、 成績が 優秀な ので、 「五 力 年 計画 を 六 力 年で！」 と 

いうの がスロ ー ガンで ある。 そのために は、 日常 行動 

を 偶然 性に 頼って いたので は 駄目な ので、 科学的な 考 

顧の 上に 立って 行動す る 必要が あった。 笠 原 は 時々 古 

本屋から 「新 青年」 を 買って きて、 私に 読めと 云う。 

私 もどう やら 時には 探偵小説 を、 真面目に 読む ことが 

ある。 

次の 日、 定期の 連絡に 行く と、 須山は 私 を 見る や、 

「よかった、 よかった！」 と 云った。 彼 は 私が (私 は 約 



束 を 欠かした ことがない ので) やられた ものとば かり 

思い、 実は 君の 顔 を 見る まで、 悪い 想像ば かりが 来て 

弱って いたと 云う ので ある。 私 は 昨日の 側杖 を 食った 

こと を 話した。 そして、 

「五 力 年 計画 を 六 力 年で、 じ やない か！」 

と、 笑った。 

「それ はそう だが …… 」 

昨日 私が 「人殺し」 の 側杖 をく つて 「ェ ンコ」 が 出 

来なかった ので、 須山は 今日 それが 出来る ように 用意 

してきて いた。 場所 は 伊藤の 下宿だった。 彼女 はこ、 

一 二日のう ちに そこ を 引き 移る ので、 下宿 を 使う こと 



のであった。 それ を 見て いた 伊藤 はどう も 様子が 変 だ 

と 思い、 その 男 を 調ら ベて みる ことにした。 あとで 掃 

除婦 から、 その 男工 はこの 地区の 青年団の 一員で 在郷 

軍人で あり、 戦争が 始まって から 特別に 雇われて 入つ 

てきた という ことが 分った。 それから その 男に 注意し 

ている と、 第一 工場に も 第三 工場に も 仲間が いるら し 

い。 時間 中で も 台 を 離れて、 他の 工場に 出掛けて ゆく 

ことがあった。 注意して いると、 オヤ ジは それ を 見て 

も 黙って いた。 それに 最近 は 倉 田 工業 内に 以前から 

あった (あつたが 今迄 何も 運動して いなかった) 大衆 

党 系の 「僚友 会」 の 清 川、 熱 田の 連中と も 往き来して 



いるら しい ことが 分った。 

おかしな こと は、 今迄 何もして いなかった 僚友 会が 

此の頃 少し 動き 出して いる こと、 第二に は (それ は 何 

処 から 出て いるの か、 ハツ キリ は 分らなかった が、) 国 

家 非常時の ときで も あるし、 重大な 責任の ある 仕事 を 

受け持つ ている 我々 は 他の 産業の 労働者よりも モット 

自重し 緊張し なければ ならない、 そこで 倉 田 工業 内の 

軍籍 関係者で 在郷軍人の 分会 を 作ろう ではない かとい 

う 噂 さが 出て いる こと。 工場長な ど は 賛成ら しいが、 

それ は 特別に 雇われた 連中から 出て いるら しく、 僚友 

会の 一 二の ものが それに 助力して いる こと は 確か だつ 



た。 た、 V そういう こと は 会社が 表に 立って やる ので は 

効果が 薄い ので、 職工の 中から 自発的に 出て きたと い 

う 風に 策略して いる こと も ハツ キリして いる。 

「君の 方 はどうなん だ？」 

と須 山に きくと、 彼 は、 自分の 方に はま だ ハツ キリと 

現われて いないが、 と 一寸 考えてから 最近 昼休みな ど 

に 盛んに 戦争の ことな どに ついて しゃ ベリ 廻って 歩い 

ている 男が いると 云った。 「伊藤 君の 今の 報告で 気付 

いたの だが」 と、 彼 は 今迄 は 昼休みな どに 皆の 話題に 

なる の は 戦争の 話 だと か、 景気の ことな どだった が、 

それに ついては 皆が 何処か、 ら 聞いて きた こと や、 素 



構えと して 職工た ち 自身の 中から 我々 の 組織の 喰 込み 

の 妨害 をさせる ことが 必要で あると 考えて いるの だ。 

そのために 僚友 会が 動き 出して いるし、 工場の 中に 青 

年団ゃ 在郷軍人の 分会の 組織 を 押し広げよう としてい 

る ことが 分る。 工場が 工場な だけに (軍需品 工場な の 

で) これらの 組織が 作られ 易い 危険な 条件 を そなえて 

いる。 私たち は 今 三方の 路 から、 敵の勢 力と 対峙して 

いると 云わなければ ならない。 

須山 によると、 工場の 中で 戦争の こと をし や ベリ 

廻って 歩いて いる 遣り方 は、 今迄の ようにた だ 「忠君 

愛国」 だと か、 チャン コ 口が 憎い こと をす るから ゃッ 



つけろ とか、 そんな ことではなくて、 今度の 戦争 は以 

前の 戦争の ように 結局 は 三 井と か 三菱が、 占領した 処 

に 大工 場 をた てるた めに やられて いるので はなくて、 

無産者の 活路の ために やられて いるの だ。 満洲 を 取つ 

たら 大 資本家 を 排除して、 我々 だけで 王国 をた てる。 

内地の 失業者 はドシ /\ 満洲に 出掛けて ゆく、 そうし 

て 行く/ \ は 日本から 失業者 を 一 人 もい なくしよう。 

ロシアに は 失業者が 一人 も いないが、 我々 も それと 同 

じょうに ならなければ ならぬ。 だから、 今度の 戦争 は 

プロレタリアの ための 戦争で、 我々 も 及ばず ながら、 

その 与えられた 部署々 々 で 懸命に 働かなければ ならな 



い、 と 云って いた。 

僚友 会の 清 川 や 熱 田 は、 今度の 戦争 は 結局 は大 資本 

家が 新しい 搾取 を 植民地で 行うた めの 戦争で あると 

云って、 昼休みに 在郷軍人 や 青年団の 職工な ど、 議論 

をした。 ところが 清 川 は、 た、 V 今度の 戦争 は 他の 方面 

では プロレタリア のために 利益 を もたらし ている、 例 

えば 金属 や 化学の 軍需品 工場な どで は 人が 幾ら 居ても 

足りない 盛況 だし、 それ は 所謂 「戦争 株」 の 暴騰 を 見 

て も 分る、 (そして 何処で 聞いて きたの か) 帝国 火薬の 

株 はもと 四 円が 今 九 円と いう 倍加 を 示して いるし、 石 

川 島 造船 は 五 円が 二十 五 円と いう 状態に な つ て 居り、 



どうか、 若しも 本当 だと すれば い、 がと いう 程度 だ つ 

たが、 清 川た ちの 話に は 臨時 ェ などが 賛成だった。 戦 

争に 行って 死んだり、 不具に なったり、 又 結局 「満洲 

王国」 と 云った ところで、 そんなに 自分 たちのた めに 

なる かどう か 分った もので ない、 然しと にかく 戦争が 

あった、 めに 自分 達 は 長い間の 失業から どうにか 職に 

ありつけ たので ある、 だから 仕事 は 臨時 ェだ というの 

で 手当 もな く、 強制 残業 させられたり、 又た > 臨時 ェ 

だからと いうので 本ェと 同じ 分量の 仕事 をして いるに 

も 拘らず 賃銀が 安 か つ たりす るの が 不満 だ つたが、 と 

かげ こうむ 

にかく 戦争のお 蔭 を 蒙 つてい ると 考えて いた。 



清 川の ように 自分が 少なくとも 「労働者の ための」 

政党で ある 大衆 党の 一 人で あると いう こと さえ も 忘れ 

て、 まるで 資本家に でもな つたよう に その 株の 値段 を 

心配して やつたり、 そのお 蔭の こと を 考えて いるよう 

な 意見で も、 職工た ちの (殊に 臨時 ェの) 目先き だけ 

の 利益 を 巧みに つかんで いるので ある。 

伊藤 は、 自分 や 自分た ちの 仲間 は、 皆ん なの 前で そ 

んな 考え方の 裏を搔 いて、 女工た ちに ちゃんと 納得 さ 

へ た はんばく 

せる という 段になる と、 下手 だし、 うまく 反駁が 出来 

ない。 「歯がゆくて 仕方がない」 と 云った。 私 は 伊藤 

のこのこと は 本当 だと 思った。 私たち は 今度の 戦争の 



こと は此 頃で は 毎日の ようにな つていた。 臨時 ェ など 

は ブッ/ \云 いながら も、 それ をし なかったり すると 

後で 本ェに 直して 貰えない かも 知れない と 云う ので、 

居残った。 が、 六 時 迄 やる とどう しても 弁当 を 食わな 

ければ 出来ない。 弁当代 は 出ない。 すると 六 時 迄 仕事 

をす るた めに、 かえって 一日の 貰い 分が 減る という 状 

態な ので ある。 それ は 賃銀 を 下げる ぞと 云わずに、 実 

際で は 賃銀 を 下げて いる やり方な ので、 みんな は 「人 

を 馬鹿にし てる」 と 云って、 憤慨し 出した。 伊藤の い 

る パラ シュ ー ト では、 六 時まで 居残りの とき は 「弁当 

^を 出して 貰わなければ、 どうもな らん」 と、 云って 



いる。 

それば かりで なく、 最近で は 働く 時間が 十 時間なら 

十 時間と 云っても、 もと、 はすつ かりちが つていた。 

本ェに 組み入れられる かも 知れない というので、 みん 

なの 働き は 見違える ほど 拍車が かけられ ていた。 前に 

は 仕事 をしながら 隣り と 話 も 出来た し、 キヌち やん 式 

に 前 帯に 手鏡 を 吊して、 時々 視 きこむ ことが 出来た が、 

今では ボタく 落ちる 汗 さえ 袖で 拭う 暇がない。 パラ 

シュ ー ト など は 電気 アイロン を 使う ので、 汗で ぐッ 

しょりになる。 拡げた パ ラシ ュ ー トに 汗が ボタ/ \ 落 

ちた。 —— 出来高から みると、 会社 は 以前の 四 〇％ 以 



上 も 儲けて いる ことが 分った。 それに 拘らず もと 通 

りの 賃銀し か 払わない ので ある。 それ は 実際に 仕事 を 

している 職工た ちに はよ く 分った。 —— が、 みんな は 

自分の 生活の ことになると、 「戦争」 は 戦争、 「仕事」 

は 仕事と 分けて 考えて いた。 仕事の 上に ますく のし 

かぶ さ つ てく る 苛酷 さとい う ものが、 みんな 戦争から 

来て いると いう こと は 知らなかった。 だから、 その 結 

び 付き を 知らせて やり さえ すれば、 清 川 や 青年団な ど 

の 理窟 を みんな は 本能で 見破って しまう。 

以上の ことから、 細胞と して、 どこに 新しい 闘争の 

力点が 置かれなければ ならない か、 X ハツ キリした。 清 



「こう 見て くると、 向う かこ ッ ちかと いう 決戦が 段々 

近くな つ ている ことが 分るな！」 

と須 山が 云った。 

「そうだよ、 彼奴 等に 勝った めに は 科学的に 正しい 方 

針と、 そいつ を どんな 事が あっても 最後まで 貫徹す る 

という 決意 性が ある だけ だ。 ファシスト 連が 動き 出し 

たと すれば、 俺た ち 生命が けだ ぜ！」 

私が そう 云う と。 

じょ-つ さい 

「我々 にと つて、 工場 は 城塞でなくて、 これ ァ 戦場 

だ！」 

と、 須山は 笑った。 



「それ は 誰からの 切 抜 だ？」 

「ォレ 自身の さ！」 

—— そ の 後 「地方 の オル」 (党 地方 委員会 の 組織 部会) 

に 出る と、 官営の N 軍器 工場で は ピストルと 剣 を擬し 

た 憲兵の 見張り だけで は 足りな く、 職場々々 の 大切な 

部門に は 憲兵に 職工 服 を 着せて 入り 混ら せて いたと い 

う 報告が された。 そこの 細胞が 最近 検挙され たが、 そ 

れは 知らずに 「職工の 服 を 着た 憲兵」 に 働き かけた、 

めだった。 そういう 「職工」 はヮ ザと 表面 は 意識 ある 

様子 を 見せる ので、 危険 この 上 もなかった。 倉 田 工業 

は 本来の 軍需工場 ではない ので、 まだ 憲兵までに はき 



と 「おった。 

伊藤 は それと 気付いて、 

「^な 人！」 

と、 立って きた。 

「伊藤 は 赤、 青、 黄と 手 を かえ、 品 を かえて、 夜な 夜 

な 凄腕 を ふる うんだ。」 

と須 山が 笑った。 

「そら、 そこに 三越と か 松 坂屋の 包紙が 沢山 ある だろ 

う。 献上 品なん だよ。 幸福な 御身 分 さ！」 

ちょっと きれ い 

工場で 一寸 眼に つく 綺麗な 女工 だと、 大抵 監督の ォ 

ャジ から、 係の 責任者から、 仲間の 男工から 買物 をし 



て もらった リ、 松 坂屋に 連れて行って もらったり、 一 

緒に 「しるこ 屋」 に 行って おごって もらった りする。 

伊藤 は 見込の ありそうな 平 職工 だと 誘われる ま、 に 出 

もちろん 

掛けて 行った し、 自分から も 勿論 誘うよう にして いた- 

それで 彼女 は 工場に は 綺麗に 顔 を 作って 行った。 然し 

それ は 男工の 場合 も 同じで、 小ざッ ばりした 身 装と 少 

し キリリと した 顔 をして いると、 女工た ちから 須 山の 

所謂 「直接 且つ 具体的に」 附 きまと われた。 

「どうだい 此の頃 は？」 

あご な 

と 私が 云う と、 須山は 顎 を 撫で、 ニヤ/ \ した。 —— 

「 一 向に 不景気で！」 



「ヨシち やん はま だか？」 

ほお づ え 

私 は頰杖 をしながら、 頭 を 動かさずに 眼 だけ を 向け 

き 

て 訊いた。 

「何が？」 

伊藤 は 聞き かえした が、 それと 分る と、 顔の 表情 を 

(瞬間だった が) 少し 動かした が、 

「まだく！」 

すぐ 平気に なり、 そう 云った。 

「革命が 来てから だそう だ。 わが 男の 同志た ち は 結婚 

すると、 三千 年来の 潜在意識から、 マルキスト にも 拘 

らず、 ヨシ 公 を奴隸 にして しまう からだと！」 



「あんた は 一 緖 になつ てから 一 度 も 夜 うちにい たこと 

も、 一度 も 散歩に 出て くれた こと もない！」 

しま 

終い に は 笠 原 は 分り切つ たそんな 馬鹿な こと を 云つ 

た。 

私 はこの ギャップ を 埋める ために は、 笠 原 を も 同じ 

仕事に 引き入れる ことに あると 思い、 そうしょうと 幾 

度 か 試みた。 然し 一緒にな つてから 笠 原 は それに 適す 

る 人間で ない ことが 分った。 如何にも 感情の 浅い、 粘 

力の ない 女だった。 私 は 笠 原に 「お前 は 気象台 だ」 と 

ささい はしゃ す ふて く 

云った。 些細の ことで 燥いだり、 又 逆に 直ぐ 不貞 腐 

された。 こういう ft 質の もの は、 とうてい 我々 のよう 



ると 

「首に なった わ …… 」 

と 云った。 

それが あまり 突然な ので、 私 は 立った ま、 だまって 

相手 を 見た。 

—— 笠 原 は 別に 何もして いなかつ たの だが、 商会で 

は 赤い という 噂 さがあった。 それで 主任が 保証人で あ 

る 下宿の 主人のと ころに 訪ねて きた。 ところが、 彼女 

は 以前から そこに いないと いう ことが 分って しまった _ 

私の アジト は 絶対に 誰に も 知らして はならない ので、 

彼女 は 自分の 下宿 を 以前のと ころに してあった ので あ 



る。 商会で は それでい よ/^ 怪しい という ことにな リ、 

早速 やめさせた のだった。 

こまごま 

私 は 今迄 笠 原の 給料で 間代 や 細々 した 日常の 雑費 を 

払い、 活動に 支障がない ように、 やっと つじつま を 合 

せて きていた ので、 彼女の 首 は 可な りの 打撃だった。 

だが、 そうと 決れば、 この 際 少しで も 沢山の 金 を 商会 

から 取る ことだった が、 私が 非合法な ので 強い こと は 

云えなかった。 事実、 主任 は 警察の 手が 入らない だけ 

君の 儲けな の だから、 おとなしく 引いて 貰いたい と、 

暗に 釘 を 打って いた。 

私たち は テキ 面に 困って 行った。 悪い ことに は、 そ 



れが 直ぐ 下の おばさんに 分る。 下宿 だけ はキ チンと し 

て 信用 を 得て 置かなければ、 うさん 臭く 思われる。 そ 

うなる とそれ はた、 V 悪い という だけで 済まなくて、 危 

険 だった。 それで 下宿 代 だけ はどうしても 払う ことに 

した。 だが そうすると、 あと 二三 円し か 残らなかった。 

二三 円な ど は 直ぐ 無くなる。 笠 原 は 就職 を 探す ために、 

毎日 出掛けて 行く し、 私 も 一 日 四 回 平均に は 出な けれ 

ばなら なかった。 私 は 今まで 乗り もの を 使って いたと 

ころ を 歩く ことにした。 そのために 一 つの 連絡 をと る 

のに、 その 前後 三 四十 分と いう 時間が 余分に か、 り 

ところ 

処 によると 往 きと 帰りに 二 時間 も か、 り、 仕事の 能 



率が メキ /\ と 減って 行った。 私 は 「基金 カンパ」 を 

起して いるの だと 云って、 会う 同志 毎に 五 銭、 十 銭と 

せしめた。 こうなる と、 須 山の 「神 田 伯 山」 もない も 

の だ、 と 私 は 苦笑した。 須山ゃ 伊藤 は 心配して くれた。 

自分た ち は 合法的な 生活 をして いるので、 金が 無くて 

も 致命的と いう こと は 難いし、 それに 誰からで も 金 

は 借りられ ると 云う ので、 日給から 五十 銭、 一 円と 私 

のために 出して くれた。 私 は、 そういう 金はゥ カツに 

使えない と 思った ので、 仕事の ための 交通費に 当て、 

飯の 方を俟 約した。 なすが 安くて、 五 銭で も 買おう も 

のなら、 二三 十 もく るので、 それ を 下の おばさんの ヌ 



りつけ るだろう と、 当てに して 行った の だが、 まん ま 

と 外 ずれて しまった ことがあった。 その 同志 は 気の毒 

そうな 顔 をして、 自分 はこの 次に M に 会う が、 或いは 

パ ン 代位 は 出そう だから 一 緒に 行って みょうと 云った。 

M と は 顔見知り だし、 我慢の 出来 なくなった 私 はそう 

する ことにした。 私 は そこで パンと バタに ありつけ た。 

きん 

M は 「パン 一斤 食うた めに、 大の 男が のこく 出掛け 

てきて、 つかまつ たりしたら、 事 だ ぜ！」 と 笑った。 

「まず、 我に パン を 与えよ、 だよ！」 私 はそんな こと を 

云って 笑った が、 —— こういう 状態が 続く という こと 

は 全くよ くない こと だと 思った。 しっかりと 腰 を 据え、 



に 着換を はじめた。 —— 「間 借 は？」 ときいて いる。 

r ハ、 居ます。」 …… おばさん は 茶の間に 戻って きて、 

私の 書いた 紙片 を 渡したら しい。 

「これに はこの 前にいた ところが 書いて ない ね。」 … 

… 「夫婦 かね？」 とか、 「何時 籍が 入った のか、 それと 

も籍が 入って ない のか も、 これ じ や ハツ キリして いな 

い。」 おばさんが 何 か 云って いる。 「夫の 方 は 勤めて な 

いの か？」 …… 「今、 居る の？」 —— 私 は 来たな、 と 

思った。 「今 出て います。」 おばさんの 云う のが 聞え た。 

私 はホッ とすると 同時に、 やっぱり 有り金 をた、 いて 

間代 だけ は 払って 置いて 良かった と 思った。 「じ や、 



ろが、 そこから 一町と 来ない うちに、 同じ 町な のに 今 

度 は 二人の 巡査が 戸籍 名簿 を 持って 小路から 出て きた。 

私 は S に 会った とき、 朝の 戸籍調べ のこと を 話したら、 

しらみ 

全巿を 挙げて 虱 つぶしに 素人下宿の 調査 をして いる 

らしい から 気を付けな いといけ ない と 云った。 私 はこ 

の 物々 しい 調べ 方に それ を 感じた。 

彼奴 等 は 今まで 何 べん も 党 は 壊滅した とか、 根 こそ 

ぎに なった とか 云って きた。 それ を 自分た ちの 持って 

いる 大きな 新聞に デカ くと 取り上げて、 何も 知らな 

い 労働者に そのこと を 信じ こませ、 大衆から 党の 影響 

を 切り離す ことに ムキ になって きた。 ところが、 そん 



して 戦闘的な 党」 と 書いて いるそう だが、 (S は須 山の 

「神 田 伯 山」 とちが つて、 こういう こと をよ く 知ってい 

た) 彼 は そのこと を 私に 話した とき、 「この 小さく して 

戦闘的な 党 は、 一 国の 国家権力と 対等に、 否 対等 以上 

に 対立して いる 大勢 力なんだ」 と 云って、 この 「小さ 

くして 戦闘的な 党」 を 根 こそぎ にす るた めに、 何百 万 

倍 も 大きな 図体の 彼奴 等が 躍 気と なって いる、 だから、 

い えど 

この 小さい 俺達 一 人々々 と雖 も それだけの 「自負」 を 

持って 仕事 をして 行かなければ ならない と 云った。 

「それ ァ素晴 しい 自負 だ！」 と 云って、 その 時 私たち 

むしょう 

は 無精 に 喜んだ。 その 自負 を 最後 ま で 貫徹す るた め に 、 



彼奴 等に、 捕 かまった りして はならなかった。 

下宿が こんな 具合 だ と 危険 この 上 もない。 私 ゃ須山 

や 伊藤 はメ ー デ ー をめ ざして 倉 田 工業 を 動かそうと 

思って いる。 六 百 人の 臨時 ェの首 切と 伴って、 私たち 

さえし つかりし ていれば、 その 可能性 は 充分に あった。 

それ を 今 やられたら、 全く 階級 的 裏切と なる の だ。 S 

こ まくら 

は 此の頃 枕 もとに 太 身の ステッキと 草履 を 用意して 

寝る ことにして いるそう だ。 私 は そのこと に 気付いた 

ので、 まだ 実行して いなかった 物干に 草履 をお いて 置 

くた めに、 途中 一足 買って 戻って きた。 

私は須 山と 会って みて、 「赤狩り」 は 何も 外ば かりで 



階級 的 裏切り だ、 というと ころから 始めた。 五六 人が 

「異議な しだな …… 。」 と 云った。 が、 その 連中 は 云つ 

てし まつてから、 モジ くして いる。 私 も 須山も 反動 

組合の 「革 反」 の 経験が あるので、 その 「異議な しだ 

な」 と 云って、 モジ /\ したの がよく 分った。 それで 

私 は 笑った。 須山も 笑った。 が、 彼 は 「痛た、 痛た！」 

とほう 帯の 上から 顔 を 抑えた。 彼 は、 よく 人の 特徴 を 

つかんだ 真似が うまかった。 

慰問 金の ことになると、 清 川 は、 満洲に 行って いる 

兵士 は 労働者 や 農民で、 我々 の 仲間 だ、 だから プ ロレ 

タ リア ー トの 連帯 心と して 慰問 金 を 送る こと は 差支え 



の は 二人 位し かいなかった。 それ を 伊藤が 誘い合わせ 

たので、 六 人 ほど 出て いた。 僚友 会と して はめず らし 

いこと だった。 —— と ころが 僚友 会で 女が 発言した マ J 

と は 今迄に なかった ので、 皆 は 急に 伊藤の 顔 を 見た。 

「清 川さん の 話 を 聞いて いると、 もっともら しいが 何 

ん だか 陸軍大臣の 訓辞 をき いている ようで …… 」 

皆 は ドッと 笑った。 

「清 川さんでも 誰でも、 今度の 戦争が 私たちの ためで 

なくて、 結局 は 矢張り 資本家の ために やられて いると 

いう こと は 分りき つてい る。 若しも 私たち 職工 や 失業 

者 や 貧乏 百姓の ために やられて いるもの としたら、 私 



した。 

「慰問 金 を 我々 に 出させる の は、 彼奴 等 は 戦争 は 自分 

たちのた めに やられて いるので はなくて、 国民 みんな 

のために やられて いるの だと 思い こませる ための カラ 

クリ なの だ。」 

すると、 伊藤 は須 山の あと を 取って、 「赤い 慰問袋」 

の 話 をしたり、 戦争に なつてから 少しも 自分た ちが 生 

活が 楽に ならなかった ことな ど を 話した。 そうなる と 

清 川た ち は モウ 太刀打ち は 出来ない の だ。 清 川 は 僚友 

会の 「おん 大」 の 貫禄 を 〔# 「貫禄 を」 は 底本で は 「貫録 

を 匕 みんなの 前で 下げて しまった。 青年団の 職工 だつ 



て、 駄目な の だ。 だが、 こういう 社会 ファシストの 本 

-っ しろ 

体と いうの は 本当の 芝居 を 大衆の 前ではなくて 背 の 

方で 打つ ところに 面目が あるの だから、 これ だけで う 

まく 行った と 思えば 大間違い なの だ。 

その 会合の 帰り、 青年団の 奴が 二三 人で、 

「お前 は 虎 だな！」 と 云って、 「一寸 来い！」 

と 云う の だ。 そして 小路へ 入るな リ、 いきなり 寄って 

たかって 殴ぐ リ つけた。 

「三人 じ や、 俺 も 意気地な くの びて しまったよ！」 

と 須山は 笑った。 

須山は 直ぐ 伊藤 を 通じて、 昨日 集まった 僚友 会の メ 



ひきよ-つ もら 

ンバ ー に、 この 卑怯な やり方 を 知ら せ て 貰う ことにし 

た。 それが 何より どっちが 正しい か を 示す ことになる 

からで ある。 

須 山に 会って から 一時間して、 伊藤と 会う と、 慰問 

金の ことで どうして 殴り合い になった かと 皆ん なが 興 

味 を もってき くので、 殴ぐ リ合 のこと を 話して いるう 

ちに 慰問 金の 本当の 意味の ことが 話せて 都合が 良 かつ 

たと、 喜んでいた。 —— 慰問 金の こと を 充分に 皆に 分 

ら せる ことが 出来なかった と 思って 心配した の だが、 

皆 は 理窟より 前に、 この 仕事の つら さに もってき て、 

その上 又 金まで 取られたら、 「くたばる ばかり だ」 と 云 



まなざし 

と 云って、 それが 特徴で ある 考え深い 眼 差で、 何 べん 

もうなず いた。 

私 は 冗談 を 云った。 

「最後に 笑う もの は 本当に 笑う もの だから、 今のう ち 

に須 山に 渋 顔 を していて 貰う さ ！ 」 

伊藤 も 笑 つ た。 

彼女 は それから 自分た ちの ダル ー プを 築地 小 劇場の 

芝居 を 見に 連れて行 つたこと を 話した。 どの 女工 も 芝 

居と 云えば 歌舞伎 (自分で は 見た ことが 無かった が) 

か 水 谷 八重 子し か 知らないのに、 労働者 だと か 女工 だ 

びっくり 

とか、 X 出て きて、 「騒ぎ 廻 わる」 ので 吃驚して しまった 



らしかった。 終って から、 あれ は 芝居 じ やない わ、 と 

皆が 云う。 伊藤が、 じァ 何んだ と 訊く と、 「本当の こと 

だ」 と 云う。 面白い？ と 訊く と、 みんな は 「さァ I 

—— 」 と 云った そうだ。 —— 然し 余程び ッくリ したと 

みえて、 後に なっても よく 築地の 話 をし 出す そうで あ 

る。 伊藤に 何時でもな ついている 小柄の キミ ちゃんと 

いうの が、 

「あたし 女 エツて 云われる と、 と ッても 恥 かしい のよ。 

ところが、 あの 芝居で は 女 エツての を 鼻に かけて るで 

しょう。 ゥソ だと 思った わ。」 

そんな こと を 云った。 が、 それでも 考え/^、 「スト 



ライ キに でもな つたら、 ゥンと 威張って やる けれど、 

隣近所の 人に 女 エツて 云う の は 矢張り 恥 かしい わ！」 

みんなに、 何時かもう 一度 行こう か、 ときく と、 行 

こうと いうの が 多い そうだ。 それ は あの 芝居 を 見る と、 

うちの (うちのと いうの は、 自分の 工場の ことで あ 

る！) おやじと よく 似た 奴が ゥンと いじめられる とこ 

ろが あるから だとい う 理由 だ つ た。 

伊藤が、 何気ない ように、 どうせ 俺ら 首に な るんだ、 

おとなしく していれば 手当 も 当らない から、 あの 芝居 

みたい に 皆で 一緒にな つて、 ストライキで もやって、 

おやじ を トツち めて やろうかと 云う と、 みんな は 二 



ャ くして、 

「ゥン …… 」 と 云う。 そしてお 互い を 見廻しながら、 

「やったら、 面白 いわねえ！」 と、 おやじのと ッ ちめ 方 

を キヤ ッ /\ と 話し合う。 それ を 聞いて いると、 築地 

の 芝居と 同じような 遣り方 を 知らず 識ら ずに 云つ て い 

た。 

伊藤の 影響力で、 今迄の この 仲間に 三人 ほど 僚友 会 

の 女工が 入って きた。 それら は大ッ びら な 労働組合の 

空気 を 少しで も 吸って いるので、 伊藤た ちが 普段から 

あまりし やべ ら ない 事に して ある 言葉 を、 平気で ド 

シく 使った。 それが 仲間との 間に 少しの 間隙 を 作つ 



ひざ ちょ-つ 

と 云って、 私 は 笑った、 「お蔭様で、 膝の 蝶ち がいが 

ゆるんだ！」 

伊藤 は 一 寸 帯の 間に 手 を やる と、 小さく 四角に 畳ん 

だ 紙片 を 出した。 私 は レポ かと 思って、 相手の 顔 を 見 

て、 ポケットに 入れた。 

下宿に 帰って、 それ を 出して みると、 薄い チリ 紙に 

包んだ 五 円 札だった。 

八 

笠 原 は 小さい 喫茶店に 入る ことにな つた。 入る と 決 



かわいそう 

まると さすがに 可哀相だった。 運動して いるものが、 

生活の 保証の ために 喫茶店な どに 入る の は、 何ん と 

云っても 恐ろしい ことで、 そういう 同志 は 自分で はい 

くらしつ かりして いようと しても、 眼に 見えて 駄目に 

なって 行く。 我々 にと つて 「雰囲気」 という もの は、 

魚に と つての 水と 少しも かわらない ほど 大切な の だ。 

女の 同志が 自分 一 個の ためで も、 又 男と 女が 一 緒に 仕 

事 をして いて、 とも 倒れから のがれる ために 喫茶店に 

入る ときで も 同じで ある。 ところが 笠 原の 場合、 その 

仕事の 訓練 さえ も 持って いないので、 ズル ズルと 低い 

方に 自分の 身体 を 傾けて ゆく の は 分りき つていた。 I 



I だが、 どうしても 自分の 全生涯 をと して 運動 を やろ 

うとい う 気魄 も 持たず、 しかも 他方 私の 組織的な 仕事 

は 飽く迄も 守って ゆかなければ ならぬ ドタン 場に 来て 

いる 以上、 センチメンタル になって いる こと は 出来な 

かった。 

笠 原 は 始め 下宿から 其処へ 通った。 夜お そく、 慣れ 

ない 気苦労の る 仕事 ゆえ、 疲れて 不機嫌な 顔 をして 

帰って きた。 ハンド • バッグ を 置き 捨てに した ま、、 

そこへ 横 坐りに なると、 肩 をぐ ッ たり 落した。 もの を 

云う のさえ 大儀そう だった。 しばらくして、 彼女 は 私 

の 前に 黙った ま、 足 をのば してよ こした。 



r —— 7」 

私 は 笠 原の 顔 を 見て、 —— 足に 触って 見た。 膝頭 や 

むく 

くるぶしが 分らない ほど 腫んで いた。 彼女 は それ を 畳 

の 上で 折り まげて みた。 すると、 膝頭の 肉が かすかに 

バリ バリと 音 をた てた。 それ は ィャな 音だった。 

「一日 じゅう 立って いる ッて、 つらい ものね。」 

と 云った。 

私 は 伊藤から 聞いた ことの ある 紡績工場 のこと を 話 

した。 「立ち 腫れ」 がして 足が ガク つき、 どうしても 機 

械 について いられない。 それ を 後から 靴で 蹴られな が 

ら 働いて いる こと を 話した。 私 は そして、 笠 原が そう 



女 一人で 用心が 悪い ので、 そこで 飯 を 食っても 同じ 給 

金 は 出す から 寝 泊り して 欲しい というの だった。 それ 

しば 

で 下宿に は暫 らく 国へ 帰つ てく ると いう ことにして、 

出掛けて 行った。 女主 人 は 高等 師範 か 女子大 か 出た 英 

語の 達者な 女で、 男 は 一人でなくて 三人 位 はいるら し 

く、 代る 代り 他所で 泊って、 朝 かえって きた。 大学の 

教授 や 有名な 小説家 や 映画俳優 がいて、 その 女 は 帰つ 

てく ると、 一 々際どい ところまで 詳しく 話して、 比較 

を やったり する ので、 笠 原 は 弱った。 そして 昼過ぎの 

二 時 三時まで 寝て いた。 私 は 朝起きても、 めしが 無い 

とき は、 そこの 喫茶 s に 出掛けて 行った。 朝のう ち は 



お客さん は 殆んど 無かった ので、 笠 原の 食う ごはんの 

ように 装わして、 飯 を 焚かせ、 腹に つめこんだ。 はじ 

しま 

め 笠 原が 嫌がった が、 終い に は 「この 位の こと 当然 

よ！」 と 云うよう になった。 喫茶店の 台所 は 狭くて、 

ゴ タゴタ していて、 ジュク /^と 湿ッ ぼかった。 私 は 

そこにし やがん で、 急いでめ し をかッ こんだ。 

「い、 恰好 だ！」 

笠 原 は 二階の 方に 注意しながら、 私の 恰好 を 見て、 

声 をのんで 笑った。 

然し 笠 原の 雰囲気 はこの 上 もな く 悪い。 女主 人の 生 

活 もそう だし、 女の いる 喫茶店に はた、 X お茶 をのんで 



ころへ はた > 交通費 を 貰 い に 行く こと、、 飯 を 食 い に 

ほと 

行く こと だけにな つて、 彼女と 話す こと は殆ん どなく 

なって しまって いた。 気付く と、 笠 原 は 時々 淋しい 顔 

をして いた。 が 私 はとに かく 笠 原のお かげで 日常の 活 

動が うまく 出来て いるの だから、 その 意味で は 彼女と 

いえ ど 

雖も 仕事の 重要な 一翼 を もっている ことになる。 私 

は そのこと を 笠 原に 話し、 彼女が その 自覚 を ハツ キリ 

と 持ち、 自分の 姿勢 を 崩さない ようにす るの が 必要 だ 

と 云った。 

だんく 私に は、 交通費 や 飯に ありつく ために 出掛 

ける こと さえ 余裕 なくなり、 その 喫茶 吉には 三日に 一 



した ものと して 映らない。 私 は 雨が 降れば 喜ぶ。 然し 

かさ 

それ は 連絡に 出掛ける のに 傘 を さして 行く ので、 顔 を 

他人に 見られる ことが 少ない からで ある。 私 は 早く 夏 

が 行って くれ、 ばい、 と 考える。 夏が 嫌 だからで はな 

い、 夏が 来れば 着物が 薄くな リ、 私の 特徴の ある 身体 

つき (こんな もの は 犬に でも 喰われろ！) がその まま 

分る からで ある。 早く 冬が くれば、 私 は 「さ、 もう 一 

年 寿命が 延びて、 活動が 出来る ぞ！」 と 考えた。 た > 

東京の 冬 は、 明る 過ぎる ので 都合が 悪かった が。 —— 

然しこう いう 生活に 入って から、 私 は 季節に 対して 無 

関心に なった のではなくて、 むしろ 今迄 少しも 思いが 



けなかった ような 仕方で 非常に 鋭敏に なって いた。 そ 

れは 一 昨年 刑務所に いたと き 季節々々 の移リ かわりに 

殊の外 鋭敏に 感じた その 仕方と ハツ キリち が つてい る。 

これら は 意識し ないで、 そうな つていた。 置かれて 

いる 生活が 知らずに そうさせ たので ある。 もと、 警察 

に 追及され ない 前 は、 プロレタリア ー 卜の 解放の ため 

ささ 

に 全身 を 捧げて いたと しても、 矢張り 私 はま だ 沢山の 

「自分の」 生活 を 持って いた。 時には 工場の 同じ 組合 

の 連中 (この 組合 は 社民党 系の 反動 組合だった。 私 は 

そこでの 反対派と して 仕事 をして いた) と 無駄話 をし 

ながら、 新 宿と か 浅 草な ど を 歩き 廻 わる こと もした し、 



工場 細胞と しての 厳重な 政治 生活が 規制され ていたが、 

合法 生活が 当然 伴う 「交際」 だと か、 活動写真 を 見る 

とか、 (そう 云えば 私 は 最近 この 活動写真の 存在と い 

うこと をす ッ かり 忘れて しまって いる！) 飲み食いが 

私の 生活の 勘な からざる 部分 を 占めて いた。 時には こ 

ういう 生活から、 ェ細 としての 仕事 を 一二 日 延ばした 

りした ことがあった。 又 自分 だけの 名誉心が 知らずに 

働いて いて、 自分の 名誉 を 高める ような 仕事と ェ 細の 

仕事と 食い合った とき、 つい 自分の 方の ことから 先き 

に 手が ついた ことが 一切なら ずあった。 これ は 勿論 そ 

の 後の 仕事の なかで 変って きたが、 それでも 党員と し 



争 をした 時の ような、 あの 堪えられない 何ん とも 云え 

ない、 胸苦し さ を、 感じ はした が。 —— だが、 勿論 私 

はま だ 本当の 困難に 鍛練され てはいない。 須山 とち 

スクラップ 

がった 切 抜 の 好きな S は、 私の 「廿 四時 間の 政治 生活」 

というの に対して、 二日 を廿八 時間に 働いても 疲れ 

を 知らない タイプ」 に 自分 を 鍛えなければ 駄目 だと 

云って いる。 

一 日 を廿八 時間に 働く という ことが、 私に は 始めよ 

く は 分らなかった が、 然し 一日に 十二 三回 も 連絡 を 取 

ら なければ ならない ようになった 時、 私 は その 意味 を 

諒解した。 II 個人的な 生活が 同時に 階級 的 生活で 



あるよう な 生活、 私 は それに 少しで も近附 けたら 本望 

である。 

倉 田 工業 は、 臨時 ェの 若干 を 本ェに 直す かも 知れな 

いという 噂 さで、 最後の ピッチ を 挙げていた。 私たち 

は それに そなえる ために、 細胞の 再編成 を やる ことに 

した。 須 山の ダル ー プ (影響 下) から 一 人、 それ は 若 

ぃ本ェ だった、 それから 伊藤の ダル— プ から 二人、 そ 

のうち 一人 は 本ェ、 一人 は 臨時 ェ だった、 この 三人 を 

新しく 細胞に 推薦す る ことにして、 「履歴」 を 取った。 

私 は それ を 「オル」 に 持って行き、 承認 を 得た。 そし 

て 各 細胞に 対して は 職場 内での 責任 を 明確に 分担して 



背負わせ、 須山ゃ 伊藤に 万一 のこと があった 場合、 あ 

との ものが 直ちに 予定され た 新しい 部署に ついて 仕事 

が 一 日で も 遮断され る ことがない ように 手箬を 決めた。 

須山ゃ 伊藤に 何 か 事が 起れば、 工場に いると 直ぐ 分る 

ので、 その 時 は 新しい 細胞が 須 山と 私との 連絡 場所に 

やってくる ことにし てあつた。 私たちの 会合 は 闘争の 

司令部な ので、 どんな ことがあっても 連絡が 絶 たれ、 

そのために 一 刻 を 争う ときに 対策 や 方針が 出ない とい 

うこと は 階級 的 裏切りであった。 誰か > やられ 連絡が 

切れた、 めに、 うまく 行かなかった —— こういう 今迄 

あた 

の やり方 は、 恰 かも 我々 に 最初から 弾圧が 無い かの よ 



うな、 又は それ を 全く 予想して いな いかのような、 敗 

北 的な 見地に 立って いる。 誰か、 V やられる かも 知れな 

いのは 分り切って いるの だ。 私たち は、 だから 最初 か 

らニ 段、 三 段の 準備 をして 闘争 をす、 めて 行かな けれ 

ばなら ぬ。 

事実 「僚友 会」 で 乱闘 を やつてから、 須山は 極度に 

危 くな つていた。 須山は 今日 やられる か、 明日 やられ 

るか を 覚悟して、 毎日 工場に 出て いた。 工場な ので、 

ちょっと 

仕事 をして いると きに 「一寸 来い」 を やられる と、 そ 

れっきり だった。 然し 組織の 可能性が 高まって いたの 

で、 彼 は 出て いた。 危 くな つたが、 同時に 職場の 中で 



或る 程度の こと を 公然と 云える 自由 を 得た し、 みんな 

の 信用が 出て 来て いた。 

月末が 近づいた。 会社 はこの 三十日 か 三十 一 日に 首 

切り を やる らしかった。 本ェに 直す と 云っても、 まだ 

それが 少しも 具体化して いないので、 皆 はよう やく 疑 

い を かけて きた。 「マスク」 で、 この やり方が ギ マンで 

あって、 それによ つて 一方で は 仕事の 能率 を 高め、 他 

方で は みんなの 反抗 を 押しと、 V める ためで ある こと を 

書いた が、 その 意味が ジ 力に 分り かけて いた。 臨時 ェ 

が 重なので、 首切りが 発表され てからで は 団結 力が 落 

ちる。 この 二三 日に 事 を 決めなければ ならなかった。 



めに 工場の 中で 須 山に 公然たる ビラ 撒き をさせる。 I 

I 伊藤の 「しるこ や 組」 に、 兄が 倉 田 工業の 社員で あ 

る 女工が いた。 その 女工の 口から 三十 一日ではなくて 

(三十 一 日の ように 思い込ませて 置いて) 先手を打つ 

て 二十 九日に 一斉に 首切り を やる ことが 分った。 その 

時 は 警察 ばかりでなく 軍隊 も 出る らしかった。 従って 

是が非でも 二十 八日に ストライキ を やって、 こっちが 

逆に 先手を打たなければ ならな い。 

ところが、 須 山に は 最近 やられる らしい 危険性が あ 

る。 伊藤からの 報告だった が、 ケィ サッの 私服が 事務 

所の なか、 らー 二度 出て 行く の を 見て いるし、 須 山の 



いる 第二 工場の 入口で よくお やじと 立 話して いた。 そ 

れが この 一 二日な ので ある。 太 田が やられてから も、 

党の ビラが 二度、 「マスク」 が 二度 も 入って いる。 向う 

が須山 をに らんで いる こと は 最早 疑う こと は 出来な 

かった。 それに 「共産党」 と 云えば、 何処か 知れない 

う え あ る 

「上の 方に」 いたり、 或いは 「地の 底に」 もぐって 出没 

している 神様 か 魔物で あるかの ように 考え、 又 考え込 

ませられ ている。 だが 本当 は須 山の ように 皆から 信用 

の ある、 自分た ちの そばで 肩 をなら ベて 働いて いる も 

のがそう である こと を、 ハツ キリと 示し、 親しみと 信 

頼 を 起させる 必要が あ つ た。 II 私が 須 山に 公然と 党 



の ビラ を 撒かせる 決意 をした の は、 そこから 来て いた。 

最後 を 闘うた めに は、 仮り に須 山が いないと しても 

それ は 他の 誰か、. - やらなければ ならない 任務だった の 

だ。 陰謀 的な 仕方ば かりで は、 大衆 的 動員 は 行われな 

い。 見えない 組織 を クモの 巣の ようにの ばして 置いて、 

せんどう 

そこへ 公然たる 煽動 を 持ち込まなければ ならない の だ。 

その 最後の 対策 をた てるた めに、 私たち は ェンコ す 

る ことにな つた。 この 案 は そこに 出され、 決められる 

のだった が —— 然し 須山 のこと を 考える と、 私 はさす 

がに 心が しめつけられた。 党の ビラ を 撒いた となれば、 

闘争 経歴に もよ るが、 二三 年から 四 五 年の 懲役 を 覚悟 



しなければ ならない の だ。 li: 時 もなら、 私 は 外へ 一歩 

出たら、 元と はちがつて、 一切の 空想 ごと や 考え ごと 

まわ リ 

を やめて、 四囲に 注意して 歩く ことにし ていたが (そ 

して それ は 可な り 慣れて いたが)、 その 日 は、 フト 気付 

くと 私 は 直ぐ 須山 のこと を 考えて いた。 だが、 そんな 

に須 山の ことに 立ち 停って いる こと はよ くない ことな 

の だ。 須山 にしても、 自分た ちの 置かれて いる 情勢 を 

ハツ キリと 見て いれば、 この こと を 一 つの 必然と して 

而 かも 不可欠の ものと して 理解す る ことが 出来る 害な 

の だ。 そこに 別の 道 或いは 除け て 通れる 道が 一 つもな 

く、 しかも プロレタリア— トの 解放の ために はどうし 



て も その 道 を 通らなければ ならない とすれば、 私たち 

は そこから 何 か 仕事 以外の もの、 例えば こんな 事 をす 

る ことが 「残酷な こと」 ではないだ ろうかと か、 又は 

「同情に 堪えない こと」 ではないだ ろうかと か、 凡そ そ 

んな ことが 引き出せる わけがない の だ。 

だが、 会合の 場所に 行く まで、 私の 頭に あの 突 拍子 

もない 切 抜 帳で 私たち を 笑わせる 須 山の 顔が 来て 困つ 

た。 

場所 は 今まで 三度 位 使った ことの ある 須 山の 昔の 遊 

び (飲み) 友達の 家だった。 足元の 見えない 土間で 下 

駄を 脱ぎ、 それ を 瞎 に 入れて、 二階に 上がって 行く と、 



馘首が この 三十 一 日と 見せかけて 実は 二十 九日に やる 

らしい こと、 パ ラシ ュ —トゃ マスクの 引受 高から 胸算 

してみ ると、 それが 丁度 当っていた、 そのために は 明 

後日に せま つてい る 二十 八日に 少なくとも 決定的な 闘 

争 をし なければ ならな いと 云った。 

見解 は 一 致して いた。 だから 問題 は その 決定的な 闘 

争 を どんな 形で 持ち込む かにあった。 II 須山は 考え 

ていたが、 「こ、 まで 準備 は 整って いるし、 みんなの 意 

せんどう 

気 も 上がって いるの だから、 あと は 大衆 的 煽動で 一気 

に 持って行 くこと だ。」 

と 云った。 それから 一寸 言葉 を 切って、 



須山は 私の 顔 を 見て 云った。 

「誰かが 大衆の 前で 公然と やら かさない と、 闘いに な 

らな いと 思 うんだ。 量から 質への 転換 だからな。 —— 

俺、 それ は 極左 的で ない と 思 うんだ が、 どうだろう？」 

須山 は、 誰か、 それ を 「極左 的 だ」 と 云った かの よ 

うに、 それに 力 を こめて 云った。 

私 は 「独断」 ではなく、 「納得」 によって 闘争 を 進め 

て 行かなくて はならぬ。 それで 私 は 黙って、 た、 V 問題 

が 正しい 方向に 進む ように、 注意して いた、 V けだった。 

ところが、 それ は 矢張り 正しい ところへ 向って きてい 

た。 殊に 伊藤 ゃ須 山が 仕事の やり方 を 理窟から ではな 



見る と、 須山は 自分で も 知らずに、 胡 坐の 前の バッ 

トの 空箱 を 細かく、 細かく 切り刻ん でいた。 

それが 決まった 時、 フト 短い 静まりが 占めた。 する 

と 今迄 気付かず にいた 表通り を 通る 人達の ゾ 口/ \し 

た 足音と、 しきりな しに 叫んで いる 夜店の テ キヤの 大 

きな 声が 急に 耳に 入って きた。 

それから 具体的な ことに 入った。 —— 最近 ビラ ゃェ 

新の 「マスク」 が、 女の 身体 検査が ル— ズな ために 女 

ェの 手で 工場に 入って いると 見当 をつ けて、 女工の 身 

体 検査が 急に 厳重に なり 出して いる。 それで 当日 は 伊 

ちち 

藤が 全責任 を 持ち、 両 股が ゴ ム でび ッ しりと 強く 締ま 



るズロ ー スを はいて、 その 中に 入れて はいる こと。 彼 

女 は 朝 S の 方から ビラ を 手に入れたら、 街の 共同便所 

に 入って、 それ をズロ ー スに 入れる。 工場に 入って か 

らは 一定の 時間 を 決めて、 やはり 便所 を 使って 須 山に 

手渡す 方法 をと る。 ビラ は 昼 休に 屋上で 撒く こと。 そ 

れらを 決めた。 

会合が 終る と、 今迄 抑えて いた 感情が 急に 胸 一 杯に 

きた。 

「永い 間のお 別れ だな …… ！」 

と 私が 須 山に 云った。 

すると、 彼 は、 



「俺の 友達に こんなの が ある」 と 云った、 「仲の 良い 二 

人の 友達なん だが、 一 人 は 三 • 一 五で 三年 やられたん 

だ。 ところが モウ 一人 は 次の 年の 四 • 一六で 四 年 やら 

れた。 三 • 一 五の 奴が 出て きて、 昨年の 一 二月 又 やら 

れ、 三年に なった。 そいつ は 四 • 一六の 奴の 出て くる 

の を 楽しみにして いたんだ。 それで 監獄に 入る ときに 

曰く さ、 俺と あいつ はどう も 永久にこう やって 入りく 

りに なって 会えない らしい、 だが 結構な こと だって… 

…！」 

スクラップ . ブック 

そして、 「これ は 俺の 最後の 切 抜 帳 かな？」 と自 

分で 云った。 



「 ？」 

私 は 何 を 云 うんだ ろうと 思った。 が、 フィに その 

「段々 小さくな つて ゆく」 という 須 山の 言葉 は、 私の 心 

臓 を 打った。 私 は その 言葉のう ちに、 心配事に やつれ 

て ゆく 母の 小さい 姿が ァリ くと 見える 気がした。 I 

I が、 こういう 時に そんな 事 を 云う 奴 もない もの だ、 

と 思った。 私 は さりげなく、 た、 V 「そうだろ うな …… 」 

と 云って、 その 話の 尻 を 切って しまった。 

須 山と 別れてから、 伊藤が 次の 連絡まで 三十 分 程 間 

が あると いうので、 私と 少し ブラ/^ する ことにな つ 

た。 私たち は、 二十 六日に は須 山の ために 小さい 会 を 



してやろ うとい うこと を 話した。 そのために 伊藤が 菓 

子と か 果物 を 買つ てく る ことにした。 

おおまた 

伊藤 は 何時も は 男の ように 大股に、 少し 肩 を 振って 

歩く のが 特徴だった、 それが 私の 側 を 何んだ が 女ッぼ 

く、 ちょこ/.^ と 歩いて いるよう に 見えた。 別れる と 

き 彼女 は 「 一 寸 待って ネ」 と 云って、 小さい 店屋に 入つ 

て 云った。 やがて、 買物の 包み を 持って 出て くると、 

「これ、 あんた にあげる の —— 」 

と 云って、 それ を 私に 出した。 そして、 私が 「困った 

な！」 と 云う のに、 無理矢理に 手に 持た してし まった。 

「此頃 あんた の シャツな ど 汚れて るヮ。 向う じ や、 ョ 



と は 然し 皆の 声で 消されて しまった。 赤と 黄色の ビラ 

は 陽 をう けて、 キラ/ \ と 光った。 ビラが 撒かれる と 

みんな は ハツと したよう に 立ち どまった が、 次に はヮ 

ァ ー ッと 云って、 ビラの 撒かれた ところへ 殺到して き 

た。 すると、 そのうちの 何十 人と いう ものが、 ムキに 

なって 拾い あげた ビラ を、 てんでに 高く 撒き あげた。 

それで 最初 一力 所で 撒かれた ビラ は、 また、 く 間に 六 

百 人の 従業員の 頭の 上に 拡がって しまった。 —— こん 

あら かじ 

な ことがある だろうと、 予 め 屋上の 所々 に 立ち番 を 

していた 守衛 は、 「こら、 こら！ ビラ を 拾つ ちゃい か 

ん！」 と 声 を 限り 叫んで 割り込んで きたが、 さて 誰が 



撒いた のか 見当が つか なくなって しまった。 見る と 誰 

でも、 かれで も ビラ を 撒いて いるの だ。 

仕方の なくなった 守衛 は、 屋上からの 狭い 出口 を 厳 

めて、 そこから 一人ず つ 通して 首 実験 をしょう とした 

が、 そんな こと をして いたら 一時間 経っても 仕事が 出 

来ない。 皆 は、 太い コンク リ ー 卜の 煙突から 就業の 

ボ ー が 鳴り 出す と、 腕 を 組んで その 狭い 入口め がけて 

「ヮッ ショ、 ヮッシ ョ！」 と 押し かけて しまった。 そう 

なれば、 守衛に は 最早 どうに も 手が つかなかった。 I 

I 伊藤が 見て いると、 須山は その 人 ごみの 中 を 糞 落 付 

ゆうぜん 

きに 落 付いて、 「悠然と」 降りて 行った そうで ある。 



蹴散らされ たと は 云う もの、、 本ェ のなかに 二人 メ 

ンバ— が 残って いる。 又 解雇され たもの たち は、 それ 

ぞれの 仕事 を 探が して 散らばって 行った が、 その 中に 

は 伊藤と 須 山の ダル ー プが十 人 近くい る、 従って それ 

ら との 連絡 を 今後と も 確保す る ことによって、 私たち 

の 闘争 分野 はかえ つ て 急に 拡がり さえした。 

彼奴 等 は 「先手」 を 打って、 私たちの 仕事 を滅 茶く 

にし 得た と 信じて いるだろう、 だが 実は 外ならぬ 自分 

, 二 ね 

の 手で、 私たちの 組織の 胞子 を 吹き 拡げた こと をご存 

知ない の だ！ 

今、 私と 須 山と 伊藤 は モト 以上の 元気で、 新しい 仕 



事 を やって いる …… (前編お わり) 

( 一 九 三 二 • 八 • 二 五) 
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